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土浦市は現在、第 5次総合計画の一つとして、総合運動公園
を常名地区に建設することを計画しています。これは、現在あ

る川口運動公園の機能を拡充・移転することで、よリー層のス

ポーツ行政の振興を図る目的によるものであります。

移転先となる常名地区は、市指定史跡の常名天神山古墳や市

指定文化財の金山寺五輪塔など、貴重な文化財が少なくない地

域です。建設予定地内には、埋蔵文化財の追跡が 4か所含まれ
ています。運動公園の建設に際しては、記録による保存処置を

講じる必要があります。

そのため、土浦市では平成 5年度から埋蔵文化財の発掘調査
を継続して行っています。この結果、平成 9年度は、縄文時代
の家のあとなどの貴重な文化財が発掘されました。この報告書

が郷上の歴史の解明に役立ち、今後の文化財行政の発展につな

がることを祈念するものであります。

最後になりますが、調査に際して御協力をいただいた関係諸

氏、諸機関に厚 く御本L申 し上げます。

土浦市教育委員会

教育長 尾見彰一



一一一日

1、 当報告書は、土浦市常名地内に建設を予定している土浦市総合運動公園建設事業に伴ない、実施

された埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2、 当報告書は、土浦市大字常名2774番地ほかに所在する、神明遺肋 (県遺跡番号 5332、 市遺肋番号

C-57)の 第 1次及び第 2次調査に関するもので、調査面積は各々3062m2と 3916m2で ぁる。

3、 発掘調査は、土浦市都市計画部新運動公園課 (現 公園緑地課新運動公園建設室)か ら委託を受け

た、土浦市遺跡調査会が実施した。調査担当は橋場君男があたり、調査員 本田信之と鶴町明子がこ

れを補った。

4、 発掘調査は、平成 9年 7月 8日 から平成 9年 9月 18日 まで行なった。整理作業は、平成 9年10月

から平成10年 3月 まで行なった。

5、 本書の編集は、橋場君男が行った。遺構についての執筆は、本田信之、鶴町明子、橋場君男が、

遺物についての執筆は、石器を窪田恵一、縄文土器を福田礼子、その他の遺物を橋場が担当した。

写真撮影は、遺構を本田、鶴町、橋場が、遺物を橋場が行なった。

6、 当調査については、以下の方々や機関に、律「協力と御厚意を頂きました。記して感謝申し上げま

す。 (敬称略、50音順)

海老沢 稔、株式会社国土測量、小玉秀成、財団法人茨城県教育財団、清水 薫、仙波 亨、
土浦市都市計画部新運動公園課、土浦市文化財保護審議会、根本達大、萩野谷 悟

7、 当調査の出土遺物や記録類は、土浦市上高津貝塚ふるさと歴史の広場が保管している。



1、 遺物番号は、本文・観察表・挿図・写真ともに一致する。

2、 挿図図版中の縮尺は、遺物は、基本的に1/3ま たは1/6、 小型のものは原寸で表現した。遺構は、

基本的に1/60、 遺構内の付属施設と全体図は掲載されたスケールによる。

3、 挿図中の遺構の表現方法は、以下に従う。

1)方位はすべて北を示し、数値は海抜高度を示す。

2)遺構の推定方向は、破線で示す。

3)焼土・被熟赤化範囲 菫藝 硬化面 ∈/ 土器・土製品 ●  石製品 ▲  骨粉 △

4)略称  竪穴住居 :SI  土坑 iSK  tti SD  古墳 :TM  撹乱 :K

ピット:P

4、 挿図中の遺物の表現方法は、以下に従う。

1)回転復元実測を行なった遺物は、中心線を一点鎖線とする。

2)実測図上の矢印は、ナデやケズリなどの調整方向を示す。

3)法量欄 A:日 径  B:底 径  C:器 高

〔推定値〕……・回転復元などによって、推定して得られた数値

(現存値)……。現状で遺存する部分のみの数値

4)土器  繊維土器 睡國 須恵器 :断面黒色  黒色処理 注Ⅲ
=i 
炭化物付着 =「 i

5)陶磁器 灰釉 球群i 鉄釉 ‖鰯 錆釉 I■ 1 青磁 韓難
6)石器・石製品 研磨面 毎:郡 素材時の制離面 :|1 敲打痕 義錘

5、 遺構の番号のうち欠香となっているものは、発掘・整理中に検討を加えた結果、遺構ではないと

判断して削除したものである。

6、 遺構の覆土・遺物の色調判定は、『新版 標準土色帖』 (編 小山政忠・竹原秀雄 1990)を 用い

た。

7、 挿図 4では、 2万 5千分の 1地形図「常陸藤沢」を用いた。
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第 1章 調査経過
平成 2年 3月 、『土浦市総合運動公園基本計画報告書』が発表された。これにより上浦市のスポーツ

施設の課題の解決と川日運動公園の機能更新を目的として、土浦市西端の常名地内に新 しい運動公園

を建設するビジョンが提示された。この建設予定地内には、昭和55～ 57年度の分布調査で見つかった

弁才天遺肋・神明遺跡・北西原遺跡・山川古墳群の四つの周知の追跡が合まれている。これらの分布

と遺構密度を把握するために、平成 3年 3月 に土浦市遺肋調査会によって確認調査が行われた。

この確認調査によって、常名地区の台地の90%以上にわたって埋蔵文化財が包摂される可能性が、

極めて高いことが予想されたために、発掘調査区は台地全体を対象に設定されることとなった。

平成 5年度から、常名地区の発掘調査は開始され、毎年継続した調査を行なっている。本年度の調

査に至る経緯と発掘の経過を以下に記す。

平成 9年 4月 18日  土浦市都市計画部新運動公園課から上浦市教育委員会文化課にあて、埋蔵文化財

発掘調査についての依頼がある。

5月 中旬 本年度の調査区について打合せを行い、字俗木地内を神明遺肋として調査するこ

とを協議する。また、もし遺構密度が薄い場合には調査区を拡大する可能性もあ

ることを協議する。

6月 4日  文化課が新運動公園課にあて、埋蔵文化財の発掘調査について回答を行い、上浦

市遺跡調査会を調査機関として紹介する。また新運動公園課が、文化課に発掘調

査承諸書を提出する。文化課が文化庁・県教育庁あてに、埋蔵文化財発掘調査報

告を提出する。

6月 10日 発掘調査委託契約を締結する。

6月 中旬 表土除去、現地作業員雇用の説明会を行う。

7月 8日  発掘調査開始。約 1週間で精査及び全体図作成。遺構の密度が薄いため、第 2次

調査区を設定し、本年度調査区を拡充することを新運動公園課と協議する。

7月 15日  遺構の検出を開始する。 (1・ 2号溝 )

7月 24日  1・ 2・ 3号住居址の検出に着手する。

8月 9日  5・ 7・ 8号土坑の記録が終了 (第 1次調査区の遺構検出終了)。

8月 19日  第 2次調査区の精査開始。全体図作成とグリッド設定。遺構の検出に入る。

9月 2日  13号溝、10～ 14号土坑を検出する。以後、確認調査を並行して行う。

9月 6日  2号墳を検出・記録する。以後、空撮向けの精査を行う。

9月 18日  セスナ機による航空撮影。調査終了。

9月 19日  資材撤収。

発掘調査は、以下の方法で行った。まず、調査区内に4m間隔の方眼軸を設定し、縦軸を算用数字、

横軸をアルファベットで表記する。この方眼軸が、遺構の位置を示す基準となり、国土座標上の調査

区の範囲をも明示する。軸は、前年 (平成 8年度)の北西原遺跡第 5次調査の延長線上にあり、呼称を

準拠している。

そして、表土をバックホーによって約40cm除去 した後に、人力でジョレンによる表面精査を行った。

-1-



この際、所在が確認された遺構や表面採取された遺物は、グリット線上の位置により把握 した。全面

の精査と遺構の把握を済ませてから、各個別の遺構の検出に入った。遺構の掘 り下げにあたっては、

移植ゴテを用い、土の堆積状況を知るために 1又は 2方向の畦を残 した。出土した重要遺物はその出

上位置を記録するために、現位置に留めた。遺構の底面まで掘 り下げてからは、畦を取 り除き、遺物

出土状況・検出状況を撮影・記録 した。 (橋場君男)

第 2章 環境
土浦市は、県南地区のほぼ中央に位置する人口約13万人の市である。市の東側は霞ヶ浦を望み、市

街地中央を桜川が西から東へ流れている。桜川低地 (古鬼怒川起源の沖積地)の南北は、洪積台地の筑

波・稲敷台地と新治台地に挟まれる。市の北側には天の川・南側には花室川が流れる。

神明遺跡は、桜川左岸の標高約26～ 28mの新治台地上に位置する。追跡の周辺は、桜川低地からT

字状にのびる谷に東と北を囲まれる。遺跡の範囲は、縁辺部を中心に台地のほぼ中央に至る。

新治台地の地層は、下総層群を基盤としている。層序は、下層から藪層、上泉層、上岩橋層、木下

層、常総層、新期火山灰層 (い わゆる関東ローム層)と 続 く。いずれも第IV期更新世 (洪積世)の堆積層

である。このうち、常総層は上下三層に分層され、下層は砂・砂礫を、上層は粘土・シル トを主な堆

積物とする層である。また、台地斜面の露頭には木下層が確認されることがある。木下層は、砂及び

泥混じりの砂から構成される堆積層である。谷戸部分の地質は、後背湿地性堆積物が主体を占める。

新期火山灰層 (いわゆる関東ローム層)は、富士・箱根起源の人山灰が風化したものである。 (通商産

業省工業技術院地質調査所 1988)今 回の調査では、ローム層中の堆積状況を探るために深さ約 2～ 3

mの縦型 トレンチを掘 り、断面観察を行なった。層位の観察所見を第 5図に記す。

遺跡のある常名地区は、台地南麓をはしる東西道沿いに旧家が密集する。新興の宅地は台地上に多

い。第 1次調査区南辺の道は、道標によるといわゆる筑波道 (藤沢街道)である。

昭和55(1980)年度から同57(1982)年度に行われた分布調査によると、神明遺跡は縄文時代中期

(加曽利E式期)と古墳時代前期にかけての追跡である。古墳時代前期の遺物には、東海地方系の特徴

をもつ S字状日縁の甕の破片が表採されている。 (茂木 1984)

常名地区の指定文化財は 3作ある。市指定史跡常名天神山古墳、市指定文化財石造五輪塔、同石造

宝医印塔である。このうち常名天神山古墳は、 4世紀末から5世紀前半にかけての前方後円墳で、台

地上の山川古墳群との関連性が指摘されている。石造五輪塔は花蘭岩製で、総高約205cmで ある。金山

寺境内に所在 し、室町時代中期のものと推定されている。石造宝医印塔は花南岩製で、総高約137cmで

ある。天神山古墳墳頂に在 り、安土和

`山

時代頃の作と推定される。 (土浦市文化財保護審議会 1978)

付近の発掘調査例は、平成元 (1989)年に土浦市遺跡調査会 (担当黒澤春彦、中澤達也)に よって、

常名地区の八幡下遺跡が調査された。台地斜面にある古墳時代後期の竪穴住居址 8軒 と土坑 1基、奈

良・平安時代の竪穴住居址 8軒 と土坑 2基が調査された。 (黒澤 1991)

神明遺跡以外の周辺の遺跡を、第 4図に示す。 (橋場君男 )
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周辺の遺跡一覧表

欽
添
彬

雪都

者i霜望

」p/｀
<ヽ【二

イン含、ご

試ゼ
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番号 遺II名 時代 番号 遺跡名 時代

l 北西原遺排 縄文中、古墳前 3 中畑遺跡 縄文前

2 山川古墳群 古墳、奈良・平安 4 卜坂の上遺跡 縄文中

3 神明追跡 縄文中、古墳前 5 坂の上遺跡 縄文前

4 弁才天遺跡 古墳、奈良・平安 6 羽黒後遺跡 縄文前

5 天神脇遺跡 縄文、古墳、平安 7 下坂田鹿島前貝塚 縄文

6 西谷津遺跡 古墳前・後 8 坂田稲荷山古墳群 古墳

7 西谷津西遺跡 縄文前、古墳前 下坂田香取神社前遺跡 縄文、弥生、古墳

8 常名天神山古墳 古墳 下坂田出シ山遺跡 弥生、古墳、平安

9 瓢箪塚 (挑戦塚)古墳IIl(湮滅) 古墳 下坂田貝塚 縄文、弥生

八幡坂下遺 FJr 古 墳 坂田古墳群 古墳

入幡下遺 Fv4N 古墳、茶良 平 安 武者塚古壊 古墳

アラク遺跡 縄文前
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神明遺LI 基本層序

]褐 色 7 5YR4/4 褐色土とローム粒子が斑状に混在する。
〔ローム漸移層〕

2 褐色 7 5YR4/6 1層 との層理面付近に白色粒子 (径～02
mm)が多く認められ、鎌掛け時に砂質感が強い。UGの可能性
が高い。〔軟質ローム層〕

3 明褐色 7 5YR5/6 赤色スコリア (径～0 2nllll)を多く、青色
スコリア (径～0 2nHl)・ 黒色粒子 (径～0 2Hnl)を 僅かに含む。

〔硬質ローム層〕

4 褐色 7 5YR4/6 黒色粒子 (径～0 2Hun)・ 白色粒子 (径～02
mm)。 炭化物粒子 (径～0_3mln)を 僅かに含む。立川ローム第 1

黒色帯に相当すると思われる。炭化粒少 〔硬質ローム層〕
5 明褐色 7 5YR5/8 青色スコリア (径～0 21nn)。赤色スコリア
(径～0.24ul)・ 白色粒子 (径～0 34un)を含む。姶良丹沢パミス=

AT降灰相当層と思われる。炭化粒微  〔硬質ローム層〕
6 褐色 7_5YR4/4 青色スコリア (径～0 2mm)。 黒色スコリア
(径～0 2nm)を 多く含む。立川ローム第2黒色帯に相当すると

思われる。〔硬質ローム層〕

褐色 7 5YR4/6 赤色スコリア (径～0.3mm)を多く、黒色粒

子 (径～0.2mm)・ 白色粒子 (径～0 3mm)を僅かに含む。8層 と

の層理面が立川ローム層と武蔵野ローム層の境界と思われる。

炭化粒微  〔硬質ローム層〕
褐色 7 5YR4/4 青色スコリア (径～0 2nun)を 多く、自色粒

子 (径～0.34ul)を 僅かに合む。武蔵野ローム層の第 1黒色帯と

思われる。〔硬質ローム層〕

褐色 7 5YR4/6 青色スコリア (径～0 5mn)を多く、赤色ス

コリア (径～0 21nln)を 僅かに含む。8層 より硬質で、BCVA
に相当すると思われる。〔硬質ローム層〕

褐色 7 5YR4/4 青色スコリア (径～0 2mln)。 赤色スコリア

(径～0 2mm)が 9層 より少ない。白色粒子 (径～0 3mm)・ 赤色

スコリア (径～0.3mln)が多く、軟質ロームではあるが2層 より

は硬質で、武蔵野ローム第2黒色帯と思われる。HK― TP降灰
層準と思われる。〔軟質ローム層〕

褐色 7 5YR4/4 白色粒子 (径～0_21nm)を僅かに、青色スコ

リア (径～0 2ma)を多く含む。〔硬質ローム層〕

褐色 7 5YR4/4 青色スコリア (径～0 2nun)を 多量に含む。

■層より軟質。〔硬質ローム層〕

明褐色 7 5YR5/8 白色粒子 (径～0_54un)を 多く、青色スコ

リア・赤色スコリア・黒色粒子を僅かに含む。9層 よりも硬質、

砂質感が強い。〔硬質ローム層〕

明責褐色 10YR7/6 黒色粒子 (径～0 3mm)・ 赤褐色粒子 (径

～0 3mln)が 多く含まれる。〔常総粘土層〕

__   第 2次調査区
24′ 500

第 3図 基本層序

24′ 500

第 1次調査区
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第 3章 遺構と遺物
第 1節 第 1次調査区の遺構 と遺物

第 1次調査区内では、竪穴住居址が 4軒、土坑が 9基、溝が 9条、掘立柱建物址が 1棟発見された。

以下、遺構ごとに所見を加える。

1号住居址  〔第 6～ 10図〕

位置 調査区中央  3Z-3区 を中心とする。

長軸方向 N-34° 一W

規模と形状 長軸4.Om、 短径3.5mの楕円形を呈する。

壁面 壁高は、10～ 34clnで、外傾気味に立ち上がる。

床面 平坦かつ明瞭に確認でき、いわゆる貼 り床を呈する。

炉 中央よりやや南側に付設される。規模・形状は、長径103cm、 短径64cmの 不整楕円形で、約37cm掘

り込んで構築した地床炉である。炉の上面は3ヶ 所被熟して赤色硬化する。底面は焼けておらず、土

器・礫などは残されていなかった。

ピット 約25ケ所検出され、周回する傾向が強いことから、かなりのピットが柱穴と考えられる。形

状は直径 9～ 32cm、 深さ 7～ 59cmで円形・楕円形を呈している。

覆土 焼土・遺物の多寡から考えて、西側から始めに埋まり、次いで遺物・焼上を合んだ上で埋めら

れたものと解される。

遺物出土状況 住居址中央を中心に、遺物がまとまって出土した。床面直上ではなく浮いた状態であ

るため、廃棄遺物であろう。

遺物 覆土中から出上している。土器は全て深鉢であった。 1は推定径30.8cm、 日縁部は内彎し日縁

下に最大径を有する。日縁に沿い両側がなでられる微隆起線文が 1条巡り、下半は単節RLが施文さ

れる。 2は径23.5cmの波状縁で 4単位の把手を有する。把手部で一度くぴれ、この直下が最大径とな

る。把手下は舌状突起となり、把手間は日縁を凹ませ微隆起線文により囲まれる無文の楕円形区画と

なる。舌状突起部と区画下は 0段多条LR施文。内外面に炭化物が付着していた。 3は微隆起線文に

よる区画文で無文帯は日縁部に見られる。区画内は 0段多条LRが施文されていた。 4は両側がなで

られる微隆起線文が 1条巡り、下半は単節RLが施文されている。外面に炭化物が付着し、二次焼成

による赤変が認められた。 5は両側がなでられる微隆起線文が 1条巡り、日縁部に幅の広い無文帯を

作出している。下半は曲線的な微隆起線文で区画内は無文、他は単節RLが施文されている。 6～ 8

は波状縁で日縁に沿い微隆起線文が 1条巡る。 6・ 8は単節 RL、 7は 0段多条RLが施文されてい

た。 9は平縁で日縁に沿い貼付ではなく、なでにより作成した微隆起線文が 1条巡り、下半は 0段多

条RLである。10は波状縁で日縁に沿い微隆起線文が 1条巡る。日縁部無文帯には幅の狭い舌状突起

を付している。下半は単節LR施文後、微隆起線文沿いに半裁竹管状工具による下方からの楕円形刺

突を加えている。外面には炭化物が付着 していた。■～15は平縁で日縁下に憾が広 く浅い1先線が 1条

巡る。下半は■・ 12・ 15が 0段多条 RL、 13は無節 Lr、 14は無節R2であった。13は外面に炭化物

が付着し、15は内面の一部が沈線状に凹んでいた。16は波状縁で日縁に沿い沈線が 1条巡り、下端に

「

　

　

　

　

　

　

　

　

　

‐
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第 6図  1号住居址検出状況

o               2m

褐色 ローム粒中、黒色土粒少
褐色 焼上小少、焼土粒中、炭化物・粒中
褐色 焼土粒微
褐色 焼土大少、焼土小中、締 り強
褐色 コーム粒中
明褐色 ローム粒中、締り強
褐色 焼土小少、ローム大・粒少、ローム中中
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第 7図  1号住居址遺物出土状況

曲線的な沈線文が見られた。 0段多条RL。 17～24は胴部片である。17は数条の沈線文が垂下し、沈

線間は単節RLと無文帯が交互に施文されている。断面に炭化物が付着 していた。18は微隆起線文に

よる区画文で、区画内は全て 0段多条LRで充填される。幅の広い隆起上に円形の盲孔が 1子し穿たれ

ていた。19。 20は微隆起線文による曲線文で、区画内は共に単節RL。 19は玉抱き文となろう。どち

らも外面に炭化物が付着していた。21は曲線的なi尤線文で区画内は 0段多条 RL、 無文部は良好に磨

かれていた。16と 同一個体と思われる。22は 3条 1単位の条線文が垂下し、下半は無文となる。上半

は単節RLが施文される。23は単節RLを地文とし、後に半裁竹管状工具を条線状に連ねて垂下させ

ている。24は 0段多条 RL。 17・ 18が加曽利 EⅢ式となる他は加曽利 E IV式 に相当しよう。25～ 37は

底部である。25は推定径7.4cmで上半に単節RLが施文され、底面と底部直上は良好に磨かれる。26は

推定径7.6cmで上半単節 LR、 下半と底面は良好に磨かれる。断面に炭化物が付着 していた。27は径5。

2cm、 底部下半縄文か。判然とせず。底面やや凸レンズ状を呈し、磨かれていた。28～ 37は無文であ

る。28は推定径6.2cm、 外面縦磨きされ輪積痕が良好に観察された。底面に炭化物が付着している。29

は推定径6.6cm、 外面は縦磨き、内面積磨きされる。30は推定径6.6cm、 31は推定径5.8cmで ともに底面

一め
　
　
　
の
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磨き良好、底部直上は横磨きされる。32は径6.2cm、 底面・内面磨き良好。33は推定径4.6cm、 底面と

底部直上が磨かれ、割れ日に炭化物が付着していた。34は推定径5.6cm、 やや上げ底状を呈し、底面
。

内外面ともに磨かれる。35は推定径4.8cm、 底面は良好に磨かれていた。36は径5.8cm、 37は推定径6.

2cmで、ともに底面凸レンズ状を呈する。36は外面積磨きされ、底面に炭化物が付着していた。37は断

面に炭化物が見られた。38～47は土製品で全て土錘である。完形品が多く、日縁部片を利用するもの

もあった (44)。 42は本来左右対称となる形をしていたものが、欠損後も使用され不整形になったと思

われる。

48～ 50は石器、51は石製品である。48・ 49は磨石類、48は両面の大半が研磨面で、部分的に集中的

な敲打により凹みが生じている。49は全体が滑らかな研磨面で覆われている。折損面は一方向からの

加撃によリネガティブバルブが生じ、この中央付近は節理面の影響を受け段差となっている。全体は

被熱により赤化し、一部火バネによる素J落が認められる。50は縦長の石匙である。両面に残る素材崇1

離面 (ト ーン部分)か ら見ると、幅 6 cm以上の横長争1片 を素材としていることが観察される。両面に

押圧剥離による調整加工を施している。両側縁の一部に狭 り加工を施 している。図示していないが他

に 6点の閃緑岩製剣片が出上している。うち 2点は打点からの縦害1れを生じたものが接合した。51は

垂飾品である。一端に両側からの穿孔を施しているが、端部を折損している。全体を滑らかに研磨し

ている。

所見 本址は、縄文時代中期後半の竪穴住居址である。住居廃絶後、余り時間をおかずにくぼんだ状

態であったところへ焼土や土器を廃棄したものと考えられる。

1号住居址出土土製品観察表

名称 残存 大きさ (cm) 重量 (g) 整 形 文様 。その他 時期

上錘 完形 82× 58 一部磨り 微隆起線文、 0段多条RL、 切り目1対、方形 加曽利EⅣ式

土錘 完形 74× 49 全周磨り 0段多条RL、 切 り目1対 不 明

土錘 完形 65× 41 一部磨り 無節Lr、 切 り目1対、外面炭化物 不明

上錘 一部欠 62× 49 (35 0) 全周磨り 0段多条RL、 切 り目1ケ 不明

土錘 完形 51× 46 全周磨り 0段多条RL、 切り目 1対 不明

土錘 完 形 48× 34 一部磨り 単節RL、 切 り目1対、方形 不明

上錘 完 形 50× 30 全周磨り 日縁部、微隆起線文、切 り目1対、外面炭化物 加曽禾l EIV式

上錘 (45)× (46) (198) 全周磨り 丁寧な磨り、 0段多条RL、 切 り目1ケ 不 明

上錘 (35)× (41) (140) 全周磨り 丁寧な磨り、 0段多条RL、 沈線文、切 り目1ケ 加曽利 E IV式

土錘 (29)× (42) (107) 全周磨り 丁寧な磨り、単節RL、 切 り目1ケ 不 明

1号住居址出土石器・石製品観察表

Nα 器種 最大長 (cln) 最大幅 (cln) 最大厚 (cm) 重量 (g) 石 材 備 考

磨石類 (6 44) (5 66) (452) (2130) 輝石安山岩
側縁部全体に敲打痕。両面にも集中的な敲打によ

る凹みあり。

磨石類 (613) (323) (1540) 輝石安山岩 全面を使用。端部に制落痕。

石  匙 黒H覆石
「ノ」の字状。つまみ部の厚さ0 5cm。 捺黒の黒曜

石。

垂 飾 (2 09) (1 09) 蛇紋岩 両側から穿孔。孔部で折損。

-13-
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0                        10cm

0                         3 cm

第10図  1号住居址出土遺物③
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2号住居址  〔第■図〕

位置 調査区北端中央 3Y― (-1)。 (-2)、 3Z― (-1)区
長軸方向 不明

重複関係 2号溝と切 り合うが、溝中の出土遺物と比較すると本址の方が古い。

規模と形状 掘 り込みが浅いため、ピットと炉のみの検出である。
壁面・床面 確認されなかった。

炉 中央北寄りに検出され、平面形は長径64cm、 短径50cmの楕円形を呈し、床面を約26cm掘 り窪めた
地床炉である。炉床は焼けていないが、焼土を合むことから判断した。

ビット 作物痕 もあるが、炉址を周回する傾向が見られることから柱穴を多数合むと思われる。
遺物 図化していないが、閃緑岩製の台石が 1点出上している。風化が著しい。また、縄文土器小片
も炉址覆土中から出上した。

所見 本址は、掘 り込みが浅い縄文時代の竪穴住居址と考えられる。床面 。壁は確認されなかったが、
炉と柱穴は検出された。

―-15-―



調査区外 ノ

2号住居址 炉
1 5 YR4/8 赤褐色 焼土中・小中、焼土粒多
2 5 YR3/4 暗赤褐色 焼土小・粒少、コーム小少、締 り強
3 5 YR3/3 暗赤褐色 焼土大・中少、ローム粒少、粘性強、結
り強

第11図  2号住居址検出状況
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3号住居址  〔第12～ 14図〕

位置 調査区北東 4C-0区 を中心に確認できる。

長軸方向 不明

重複関係  1号溝と本址では、出土遺物から判断して本址の方が古い。

規模と形状 掘 り込みが浅かったため、ピットと炉のみ検出した。

壁面 。床面 確認されなかった。

炉 長径138cm、 短径44cmの楕円形で、床面を約36cm程掘 り込んで構築された地床炉である。炉床面に

は、被熱して赤色硬化した焼土層が堆積する。

ビット 直径92～ 14om、 深さ31～■cmで、形状は円形・楕円形を呈する。 1号溝内のものは、溝に伴

う落ち込みかもしれない。それ以外のピットは、本址に伴う可能性は否定できない。

覆± 5～ 7層の焼土は、炉として機能していた時の堆積層と考えられる。その上の 3・ 4層は機能

喪失以降の堆積上で、 8～ 10cm程の厚さをもつ。礫を多量に合む 2層 と最下層の間には、ある程度の

時間差を想定できるかもしれない。

遺物出土状況 炉址の戻土中～上層 (2層 )にかけて、多量の礫と土器が出土した。礫は、集め得た

分で1409点 あり、21.538kgを計る (別表参照)。 最も多い種類は流紋岩 (48.6%)で、砂岩 (20.8%)。

チャー トがそれに次ぐ。礫は被熟赤化したものと赤化してないものの二者がある。層位の確認のため

に帯状に残したが、本来は炉址全体を覆うように分布していた。

遺物 ピット間内側の覆土中位より出上している。16・ 17を 除き全て深鉢である。 1は推定径24.4cm

で日縁部は内彎し、日縁下に最大径を有する。日縁部はi尤線が 1条巡り、下半は 0段多条RLを地文

とする。日縁部沈線よりほぼ等間隔で沈線文が垂下し、沈線間に磨消は見られない。胎上に雲母を多

量に混入するが、風化せず黒色を残 していた。 2～ 4は波状縁で日縁に沿い 2は隆帯文、 3・ 4は微

隆起線文が巡っている。 2・ 3は両側がなでられており4は沈線状に凹んでいる。 2・ 4は下半 0段

多条 RL、 3は単節RLで、 2は内外面に炭化物が付着していた。 5は波状縁、 6は平縁でともに日

縁に沿った沈線が 1条巡る。 5は 0段多条RL、 6は無節Lrでぁる。 7は平縁で日唇部下より0段

多条RLが施文される。 8はゆるやかな波状縁で日縁に沿い稜部までを無文帯とし、下半に縄文を施

文している。異節か。 9～ 17は胴部片である。 9は沈線文が数条垂下し単節RLと無文帯を交互に施

文している。10は両側がなでられる幅広の隆帯文が 1条巡り、この上下方は 0段多条RLが施文され

ていた。11・ 12は両側がなでられる微隆起線文で、11は曲線文、単節RLが施文され断面に炭化物が

付着していた。12は 0段多条 RL。 13は曲線的な沈線文で単節RL施文。14・ 15は垂下沈線文で単節

RL施文、磨消が見られる。16・ 17は壷もしくは鉢形土器。16は上端に沈線が 1条巡り、下半は垂下

条線文。17は微隆起線文による曲線文。 1・ 9・ 10が加曽利 EⅢ式となる他は加曽利EⅣ式に相当し

よう。18・ 19は無文底部である。18は推定径6.Ocln。 19は径5.6cmで底面はやや凸レンズ状を呈してい

る。外面は縦磨き、底面も磨かれていた。20～ 24は土製品である。20～ 22は土錘で22は横長を呈して

いる。23・ 24は土製円盤で24は楕円形を呈していた。

25は磨石類で喫集中域より出上した。全面を研磨に使用、裏面に面取 り状の使用痕が生じている。

被熱による赤化が認められた。図示はしなかったが他に流紋岩製の剖片が 2点出上している。

-17-



3号住居址出土土製品観察表

名称 残存 大きさ (clll) 重量 (g) 整 形 文様 。その他 時期

土錘 完形 67× 50 21 5 一部磨り 2条の曲線的隆帯文、切り目1対、方形 加曽利EⅣ式

土錘 (41)× (36) (159) 全周磨り 単節RL、 切 り目1ケ 不 明

土錘 完形 51× 58 一部磨り
曲線的微隆起線文、0段多条RL、 切り目1ケ、

横長
加曽利EⅣ式

土製円盤 完形 52× 49 34 3 全周磨り 単節LR 不 明

土製円盤 一部欠 (41)× 37 (15 2) 一部磨り 0段多条RL、 楕円形 不明

3号住居址出土石器観察表

NO 器種 最大長 (cm) 最大幅 (clll) 最大厚 (cm) 重量 (g) 石材 備 考

磨石類 5 68 4.68 2 78 87 0 角閃石安山岩
全面研磨。被熱によりやや赤化。裏面使用により

面取 り状。

所見 本址は、縄文時代中期後半の遺構で、炉とピットが見られることから掘 り込みの浅い竪穴住居

址と解した。炉上の礫群は、住居址の廃絶に伴い、炉に対しても何らかの処理行為が行われたものと

解釈される。

3号住居址炉 出土礫石材構成表 (合計 1409点  21.538 kg)
砂 岩 頁岩 チャート ホルンフェルス 安山岩 流紋岩 石美 閃縁岩

点数 重量 (g) 点数 重量 (g) 点数 重量 (g) 点数 重量 (g) 点数 重量 (g) 点数 重量 (g) 点数 重量 (g) 点数 重量 (g)

2 2986 9123 4 1 3

―-18-
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3号住居址 炉
1 7_5YR3/4 暗褐色 ローム大・粒少、ローム小中
2 7 5YR4/6 褐色 ローム小・粒少
3 7.5YR4/6 褐色 焼土小少、ローム大少、ローム粒多
4 7 5YR3/4 暗褐色 焼土小中、ローム小少、ローム粒中
5 7 5YR5/6 明褐色 粘土質、粘性強、締り強
6 7.5YR5/8 明褐色 焼土大・中少、焼土小・粒中、ローム粒少
7 7 5YR6/8 橙色 焼土大・中。小・粒多、締り強

m

第13図  3号住居址炉検出状況

4号住居址  〔第15図〕

位置 調査区域中央部東端 4D-9・ 10区 を中心に確認できる。

長軸方向 不明

重複関係 本址は、 1号溝に掘 り込まれていたので、本址の方が古い。

規模と形状 掘 り込みが浅かったため、柱穴、炉のみ検出した。

壁面・床面 確認されなかった。

炉 長径32cm、 短径26cmの惰円形で、床面を36cm掘 り込んで構築された地床炉である。焼上を合むこ

とから炉址と判断した。

ピット 直径56～ 22cm、 年朱さ63～ 15cmの 円形、楕円形、不整惰円形を呈し、柱穴の可能性がある。

遺物 発見されなかった。

所見 本址は、炉とピットの存在から掘り込みが浅い竪穴住居址と判断した。正確な時期は不明であ
るが、 2・ 3号住居址と傾向を同じくすることから縄文時代の可能性がある。

-20-
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1号土坑  〔第16図〕

位置 調査区東側で、 1号溝の東壁沿いに確認できる。 4D-5区

長軸方向 N-23° 一E

重複関係 確認面の状態では重複関係は見られなかったが、土層断面から1号溝を本跡が掘 り込んで

いると判断されるため、本脚の方が新しい。

規模と形状 長径166cm、 短径106cm、 深さ6～ 54cmの楕円形である。

壁面 東狽1においてはほぼ垂直に立ち上がるが、西壁は 1号溝と切 り合い関係にあり、僅かに立ち上

がるだけである。

底面 楕円形を呈し、平坦である。

遺物 小型のど焉が土坑の底面に、横位に埋葬されていた。肋骨は見られなかったが、全身に近い部位

の骨が発見された。副葬品はない。

所見 本跡は馬の埋葬土羨墓である。骨の遺存状況が良好であったため、時期的には遡及し得ても

100～ 200年前程度であろう。

2号土坑  〔第16図〕

位置 調査区西側 3S・ 3T-7区

長軸方向 N-28° 一E

規模と形状 長径1.8m、 短径1.Omの長方形を呈し、深さ47～ 56cmである。

壁面 外傾して立ち上がる。

底面 ほぼ長方形状を呈し、平坦である。

覆土 下層はローム合度が高 く、人為的埋土の可能性がある。上層で焼土粒が散見されるが本跡に伴

うものではない。

遺物 出土していない。

所見 本跡の正確な時代や、具体的な機能については不明である。

3号土坑  〔第17～ 19図〕

位置 調査区北側中央 3X-0・ 1区を中心とする。

規模と形状 平面形は径1.4mの円形を呈し、深さ120～ 129cmの 円筒形の土坑である。

壁面 やや斜位に向いて直立する。

底面 円形を呈し、平坦である。

覆± 4層 に分層され、遺物の合まれる 2～ 4層 までは一気に埋め戻されたものと思われる。特に遺

物の集中する3層では炭化物の量が多い。

遺物 覆土中～下位より多数出上している。土器は18を 除き全て深鉢である。 1は推定径18.8cmで 日

縁部下に両側がなでられる微隆起線文が 1条巡り、下半は 0段多条RL。 外面に炭化物が付着してい

た。 2は推定径20.6cmの波状縁で、日縁に沿って両側がなでられる隆帯文が 1条巡る。下半は単節R

Lで内面に炭化物が付着していた。 3は推定径29,4cmで 日縁下に幅広で浅い沈線が 1条巡る。下半は

0段多条LRで外面に炭化物が付着していた。 4は推定径21.Ocmで 日縁下に左→右へと施文される沈

-23-
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2号土坑

1 7.5YR3/4

2 7 5YR3/3

3 7 5YR4/0

4 7.5YR4/4

5 7.5YR4/4

暗褐色 焼土粒少、ローム小・粒中、締り強
暗褐色 ローム中少、ローム小多、締り強
褐色 ローム質土、締り強
褐色 ローム大・中・小・粒多、締り強
褐色 ローム大・中・小・粒多

0                       2m

第16図  1号・ 2号土坑検出状況
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3号土坑

1 7.5YR4/3 褐色 ローム小中、ローム粒多、黒色土粒少
2 7_5YR5/4 にぶい褐色 ローム小中、ローム粒多、黒色土粒中
3 7.5YR3/3 暗褐色 炭化物多、炭化粒少、ローム小・粒微
4 7.5YR5/4 にぶい褐色 ローム小・粒多

C｀ 1

2    くァ14

顆

:冠
中 2

第17図  3号土坑検出状況
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線が 1条巡る。下半は単節RLである。 5は推定径18.4cmで、日縁部は磨きにより稜が作られ、幅の

狭い無文帯となる。下半は附加条 2種無節Lr+Lrで ある。 6・ 7は波状縁で、日縁に沿う微隆起

線文が 1条巡り、下半は曲線文となる。 6は単節 RL。 7は原体不明の縄文で外面に炭化物が付着し

ていた。 8は波状縁で口縁に沿い両側がなでられる微隆起線文が 1条巡り、下半は曲線文が描かれて

いる。曲線文の両側に単節RLが施文され、外面に炭化物が付着していた。 9は波状縁で 2条の沈線

が水平に巡り、この間に円形刺突が連続して加えられる。沈線間は無文で、日縁部は単節LRである。

10・ ■は波状縁で、日縁に沿い沈線が 1条巡る。11の沈線は幅が広い。下半はともに 0段多条LRで

ある。12～ 19は胴部片である。12は屈曲部が隆帯状に高まりこの直上に沈線が 1条巡っている。上下

方は単節RLである。13は垂下洗線文で 0段多条RLと 無文帯が交互に施文されている。14は垂下す

る微隆起線文で文様間と隆起線沿いはなでられて無文となる。 0段多条RL。 15は両側がなでられる

曲線的な微隆起線文で、無文帯を介さず 0段多条RLが施文されている。16・ 171ま曲線的な沈線文で、

0段多条RLが施文されていた。18は三もしくは鉢形土器である。器壁は薄く微隆起線文により曲線

文が描かれている。内外面に炭化物が付着していた。12。 13が加曽利EШ式となる他は加曽利 E IV式

に相当しよう。19～ 22は底部で、全て無文である。19は推定径7.2cmで底部直上は横なで、20は径4.8

cmで底面やや上げ底気味、磨かれていた。21は推定径5.2cmで底面磨き、22は径6.2cmで底面が凸レン

ズ状である。23～ 32は土製品である。23は有孔円盤で全周丁寧に磨られている。穿孔は両側より行な

われ、内面の孔の方が径が大きい。孔径1.9cmで周縁の幅とほぼ同じである。25～ 29は土錘で、全て欠

損している。28。 29は方形である。30～ 32は土製円盤である。全て周縁を丁寧に磨っていた。

33は磨石類である。表裏両面に研磨痕が認められ平坦化している。流紋岩質軽石。

所見 本跡は、縄文時代中期後半の土坑である。出土土器に 1号住居址と接合したものがあり (16)、

追物の廃棄された時期を等しくする。

3号土坑出土上製品観察表

名称 残存 大きさ (cm) 重量 (g) 整形 文様 。その他 時期

有孔円盤 完 形 52× 53 全周磨り 丁字な磨り、i先線文、 0段多条RL、 両側より穿孔 中期 後 半

土錘 (56)× 64 (495) 一部磨り 0段多条LR、 切 り目1ケ 不 明

土錘 (51)× 64 (430) 打ち欠き 0段多条RL、 沈線文、切 り目1ケ 、内面炭化物 加曽利 E IV式

土錘 (34)X(40) (103) 一部磨 り 0段多条 LR、 切 り目 1ケ 不 明

土 錘 一 部 (22)× (23) (35) 全周磨り 無文、切 り目 1ケ 不 明

土錘 (37)× 13 (149) 一部磨り 0段多条RL、 切り日1ケ、方形 不 明

土錘 一部 (31)× (28) 全周磨り 0段多条 RL、 切 り目 1ケ 、方形 不 明

土製円盤 完形 66× 63 全周磨 り 丁草な磨り、単節RL、 表面炭化物 不 明

土製円盤 完形 45× 42 全周磨り 丁寧な磨り (光沢)、 単節LR、 表面炭化物 不 明

土製円盤 (29)× (40) 全周磨り 丁寧な磨り、単節RL 不 明

3号上坑出土石器観察表

器 種 最大長 (cm) 最大幅 (cm) 最大厚 (cm) 重量 (g) 石材 備 考

磨石類 2 77 16 流紋岩質軽石 片椒1に断面「U」 状の浅い溝。
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4号土坑  〔第20図〕
位置 3V-9区 を中心とする。
規模と形状 径1.lmの円形を呈し、深さ32～ 34cmである。

壁面 西壁は外傾して立ち上がる。東壁は緩やかに外傾して立ち上がり、中位で段をなす。

底面 不整円形を呈し、平坦である。

覆土 上層を中心に焼土が散見するが、本跡に伴うものではない。

遺物 出土していない。

所見 本跡は遺構に伴う出土遺物がなく、時期 。性格は不明である。

5号土坑  〔第20図〕

位置 4B-0・ 1区

長軸方向 N-7°一E

重複関係 南側を3号溝に浅 く掘 り込まれているので、本肋の方が古い。

規模と形状 長径2.Om、 短径1.4mの不整楕円形を呈し、深さ108～■5cmである。

壁面 緩やかに外傾して立ち上がり、中位で段をなす個所もある。

底面 不定形を呈し、平坦である。

覆土 ローム質土の流れ込み (4層 )も みられるが、基本的に自然堆積である。

遺物 覆土中から2点、縄文土器が出土している。 1は地文 0段多条LRで沈線文が垂下し、沈線右

側は無文である。断面に炭化物が付着していた。加曽利 EⅢ式に相当しよう。 2は 0段多条RLの羽

状縄文である。

所見 本肋は縄文時代中期後半の上坑である。具体的な役割は不明である。
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1 7 5YR4/4
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4 7.5YR4/6

5 7 5YR4/6

り強

褐色 焼土小中、炭化粒少、ローム小少
暗褐色 焼土小少、ローム小少
褐色 口_ム大 。中少、ローム粒中、締り強
褐色 ローム大 。中・小・粒多、締 り強
褐色 焼土小・粒少、ローム大・中・小・粒多、締
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第20図  4号・ 5号土坑検出状況
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5号土坑

1 7_5YR4/2

2 7.5YR4/4

3 7 5YR4/6

4 7.5YR5/6

5 7 5YR3/3

灰褐色 ローム粒少
褐色 焼土粒微、炭化粒微、ローム中少、締り強

褐色 ローム大・粒微
明褐色 ローム質土
暗褐色 黒色土粒少
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6号土坑  〔第22図〕

位置 調査区域中央部 3Y-6区

長軸方向 N-38° 一E

規模と形状 平面形は長径98cm、 短径88cm、 深さは56cmの楕円形を呈する。断面形は円筒形である。

壁面 やや外傾して立ち上がる。

底面 円形を呈し、平坦である。

覆土 褐色相を主体とし、自然堆積である。

遺物 出土していない。

所見 本跡の営まれた時代と役割は不明である。

7号土坑  〔第21・ 22図〕
位置 4A-9区 を中心とする。 8号土坑の西側。
長軸方向 N-28°一W

重複関係 北側部分を6号溝に掘 り込まれているので、本跡の方が古い。

規模と形状 長径2.3m、 短径1.5mの不整楕円形を呈し、深さ105～■lcmである。

壁面 西壁は緩やかに外傾して立ち上がり、中位に段をなしている。東壁はやや垂直に立ち上がり、

緩やかに内傾する。

底面 方形状を呈し、東側はえぐられている。

覆上 自然堆積である。

遺物 覆土中より無節 Lrの縄文土器 (1)と 無茎石鏃 (2)が各 1点出上している。石鏃は流紋岩

製で脚内側の狭 り加工が浅 く、先端部は折損している。

所見 本跡は、縄文時代の土坑である。性格は不明である。

金     帥

第21図  7号土坑出土遺物

7号土坑出土石器観察表

-30-―

器種 最大長 (cln) 最大幅 (cm) 最大厚 (cln) 重量 (g) 石  材 備 考

2 石 鏃 流紋岩 無茎。扶り込み浅い。
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4 7_5YR4/6 褐色

7号土坑

1 7.5YR4/3

2 7 5YR3/4

3 7 5YR5/6

4 7.5YR3/4

褐色 ローム粒中
暗褐色 炭化粒微、ローム粒微、締り強
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8号土坑  〔第23図〕

位置 7号土坑の東側。 4A-9区

長軸方向 N-28° 一W

規模と形状 長径2.3m、 短径1.2mの不整楕円形を呈し、深さ44～ 46calである。南側部分に径24～ 28

clll、 深さ42cmのほぼ円形のピットがある。

壁面 外傾 して立ち上がっている。南西壁は中位に段をなしている。

底画 不定形を呈し、平坦である。

覆土 ピットの埋没に続き、 3・ 5層のローム質土が堆積 し、 1・ 2層の褐色上が時間を経て堆積 し

ていったものと考えられる。

遺物 出上していない。

所見 本跡に伴う出土遺物がなく、時期・性格は不明である。

9号土坑  〔第23図〕

位置 調査区域東側の 7号溝東壁沿いに確認できる。 4B-9区

長軸方向 N-38° 一E

重複関係 確認面の状態では重複関係は見られなかったが、土層断面から7号溝を本跡が掘 り込んで

いる。

規模と形状 長径180cln、 短径122cal、 深さ18cmの不整楕円形を呈している。

壁面 外傾して緩やかに立ち上がる。

底面 不整長方形を呈し、平坦である。

遺物 馬と覚しき頭骨片、歯、四肢骨の一部が底面に散見された。

所見 骨の遺存状況が良好であるため、本跡は遡及しても、100～ 200年前のJ焉の埋葬墓羨と考える。

―-32-
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8号土坑

1 7.5YR4/3

2 7.5YR5/4

3 7.5YR5/8

4 7.5YR4/4

5 7_5YR5/6

B′

褐色 ローム大少、ローム中・小多
にぶい褐色 ローム中・小多
明褐色 黒色土粒少、ローム質土
褐色 ローム大多、ローム小少
明褐色 ローム質土

9号上坑 あ
|

A
27,200

A′

0   怖
第23図  8号 。9号土坑検出状況
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1号溝  〔第24～ 26図〕

位置 調査区東端 4C― (-2)～ 12区、 4D-4～ 16区

方向 4D-16区 からほぼ北方向へ直線的に延びる。

重複関係 5号溝と1号溝の上層断面を比較観察したところ、まず 5号溝がカギの手状に掘られ、そ

の後に本跡が掘られたと考えられる。また本脚は、 6・ 8。 9号溝の東端と切 り合う。中央部分では、

1号土坑に掘 り込まれている。

規模と形状 全長約72mで、掘 り方は上幅154～ 228cal、 下幅9～ 85c14、 深さ38～ 102cmである。断面観

は、北側が逆台形・南側がV字形を呈する。溝の南側東壁沿いには、厚さ10～ 15cmの硬化面が途切れ

ながらも存在する。

覆土 横位に累層する自然堆積で、下層に従い硬度が増す傾向がある。

遺物 土師器 (古墳、奈良・平安)、 陶器 (中世)な どが出上した。しかし、いずれも浮いた状態で出
土しており、本肋に確実に伴うものではない。

所見 本跡は 6・ 8・ 9号溝の東端を吸収した形を示すが、 6・ 8・ 9号溝自体は本肋の東側に延長

していないため、本跡とこれらの溝が共存した可能性も考えられる。また本跡の絶対高は、北側で52

cm、 南側で102cmと 比高差をもっている。硬化面については、溝の機能が低下。喪失してから道路的な

用途として構築されたものと考える。本跡の正確な時期、具体的な役割については不明である。溝は、

更に南北方向に延進するのものと思われる。

1号溝出土遺物観察表

Nα
種
形
器
器

法量 (cln)
出上位置

残 存 率
焼 成 胎  土 色  調 器形・技法の特徴 備   考

1
土師器

壺

A〔 160〕
C(38)

姦土上層
5% 普通

長石少量・

石英微量
にぶい橙色

帯状粘土を貼り合わせた複合口縁。顎部

寄りにハケメ。内面積位ヘラミガキ。
古墳時代

上師器

杯

A〔 128〕
C(21)

覆土中
10% 普通 長石微量

にぶい責橙

色
内面・日縁外面はヨコナデ。体部はナデ。 古墳時代

3
土師器

杯

A〔 158〕
C(31)

覆土中
10% 普通

石

量

長

微

・石英
明赤褐色

日縁部ヨコナデ。内面ナデ。底部は指頭
によるヨ司茎各か。

4
土師器

甕
C

覆上中
5% 普通

石英少量・

雲母微量

にぶい赤褐

色

日唇部は斜め上方につまみ上げられ、S
宇状に屈曲する。ナデ調整。

奈良・平安時代

上製品

上エ

長さ 23
巾冨   2 6

了しぞ登0 7

覆土上層

完形
普通 長石微量

にぶい貢橙

色

全体に不均―なミガキ調整。被熟して、
黒褐色化する個所あり。

重さ137g

上自T器

内黒高台

付杯

C (1
覆上中
5% 普通 長石少量

内面黒色

外面黄褐色

内面黒色処理の上、ヘラミガキ。底面は

回転ヘラ切り。
平安時代

7
陶器

甕
C(81) 凝

土中層
5% 良好 長石少量

胎上褐灰色

釉調浅黄色

外面に淡緑～灰色の釉が付着する胴部

片。花弁状の押印文を施す。内面指頭度。

常滑窯産

中世

鉢

器

ね

陶

こ
C

覆土上層
5% 良好 長石少量 灰白色

内面に淡緑色の釉が付着。日唇部外面は

微隆起する。

山茶碗窯系

中世

1号溝出土石器観察表
器種 最大長(cm) 最大幅(cl) 最大厚(cl l) 重量 (g) 石 材 備 考

9 祗 石 (1189) (407) (2 66) (178.0) 結晶片岩 表面・側面が凹んでいる。

砥 石 ( (418) (235) (97_0) 凝灰 岩 4面祗面。折損。裏面に刃傷。
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A
27,300

E
27′ 300

A′ B
27′ 300

D
27′ 300

F
27,300

B′

E′

D′

F′

1号溝 B― B′

1 7.5YR3/3

2 7.5YR4/3

3 7.5YR4/3

4 7_5YR4/4

5 75YR3/4

6 7 5YR3/4

1号溝 D― D′
1 7.5YR3/3

2 7.5YR3/4

3 7.5YR4/4

強、締り強

G
27′ 300

暗褐色 黒色上粒極多
褐色 ローム粧微、黒色上粒少、締り強
褐色 ローム粒少、黒色土粒多、締り強
褐色 ローム大多、ローム粒中、粘性強、締り強
暗褐色 ローム粒中、1粘性強、締 ,強
暗褐色 ローム粒少、粘性強、締り強

暗褐色 ローム大・小少、ローム粒中、締り強
暗褐色 ローム中少、ローム粒中、締り強
褐色 ローム中少、ローム小申、ローム粒多、粘性

G′

極暗褐色 コーム中・粒少、締り強
暗褐色 ローム中・粒中、黒色土粒少
褐色 ローム大中、ローム粒多、黒色土粒中、粘性

褐色 ローム大少、ローム粒中、黒色土粒中
明褐色 ローム大。中・小・粒多、粘性強

1号溝 1-l′
1 7.5YR2/3

2 7.5YR3/4

3 7.5YR4/4

強

4 7.5YR4/6

5 7.5YR5/6

」

27′ 300
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第24図  1号溝検出状況
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2号溝  〔第27～ 29図〕

位置 調査区北端 3S～ 3Z・ 4A・ 4B― (-1)区

方向 3S― (-1)区から真東へ、ほぼ直線的に延びる。

重複関係 2号住居址と切れ合い関係にあるが、出土遺物を考慮すると明らかに本跡が新しい。

規模と形状 全長約37mで、掘 り方は上幅90～ 118cm、 下幅30～ 50om、 深さ41～ 69cmを計る。断面観は、
逆台形である。

覆土 ロームの合度が高く、人為的に埋め戻された可能性が高い。

遺物 土師器 (古墳)、 須恵器 (奈良・平安)、 磁器 (中近世)な どが出土した。いずれも時代が不均
―な遺物群であり、本肋に確実に伴うものではない。

所見 本跡は底面幅も広 く、台形状に掘 り込まれており、 しっかりした形の溝である。時期・′l■格は

不明である。

2号溝出土遺物観察表
種

形

器

器
法量 (cm)

出上位置

残 存 率
焼 成 胎  土 色 調 器形・技法の特徴 備   考

l

土師器

高杯
C(83) 覆上下層

60% 普通
長石・石英

粒微量

にぶい貢橙

色

体部へと徐々にすばまる裾部片。外面縦

位のヘラミガキ。内面ヘラナデ。
古墳時代

2
土師器

笙

A〔 147〕
C_(47)

覆土中
25% 良好

長石・石英

微量
にぶい橙色

緩やかに外反する日縁部片。外面ハケメ

の上ナデ。内面積位のヘラミガキ。
古墳時代

3
須恵器

高台付杯

B〔 90〕
C(21)

覆土上層
50% 良好 石英少量

灰色

橙色

高台内底面は被熟し、赤色変成する。底

部回転ヘラ切 り。
茶良・平安時代

4

青磁

香炉

または壷

C(37) 覆土上層
90% 良好 精 良

オリーブ灰

色

灰白色

耳部。外面の釉に0 5nШ大の気泡が生じ

る。釉は厚い。
中近世

5
染付

碗

A〔 130〕
C(34)

覆土上層
15% 良好 精 良

明青白色

灰日色

外面に界線と文様 (不明)。 内面には言文
が日縁吉田に西己される。 ラッパ状に開く日
縁部片。

肥前系

近世

′

♀             !            IPCm

第27図  2号滞出土遺物
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A
27′ 408

A′ B
27,400

B′

2号溝 C― C′

1 7.5YR4/4 褐色 ローム中少、コーム」ヽ中、ローム粒多
2 7.5YR3/4 暗褐色 ローム大。小少、ローム中・粒中、ローム
ブElッ ク少

D′ E
27′ 400

2号灘 E― E′

1 7.5YR4/6 褐色 ローム小少、ローム粒多、締り強
2 7.5YR3/3 暗褐色 ローム中少、ローム粒中、粘性強、締り強
3 7 5YR4/4,褐色 ローム大多、ローム粒少、黒色土粒少

卜
十
一 一
~十
一 引

「

~~一 十
一
~Jm

第28図  2号溝検出状況
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Ｇ

一
７
′
４００

司 K

第29図  2号溝遺物出土状況
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A
27′ 300

A′ B
27′ 300

B′

C
27′ 300

C′

ヴ
ィ　
一ビ

H
27′ 300

I

0                          10 cm

ト

第30図  3号溝検出状況・ 出土遺物

r _

E′

G
27′ 300

G′

3号溝 G― G′

1 7.5YR3/4 暗褐色 ローム大少、ローム小中、締り強
2 7.5YR4/6 褐色 ローム大中、ローム粒多、粘性強
3 7.5YR4/4 褐色 ローム大・中・小・粒多、粘性強、締り強

D
27′ 300

F′

3号薄 F― F′

1 7.5YR4/4 褐色 コーム粒多、締り強

D′
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3号溝  〔第30図〕

位置 調査区北側 3U～ 3Z・ 4A～ 4C-1区

方向 3U-1区 から真東方向へ、直線的に延びている。

重複関係 4B-1区 で 5号土坑を掘 り込んでおり、本跡の方が新しい。

規模と形状 全長約33m。 全体が攪乱されており、溝の形状はほとんど残っていない。

覆土 攪乱部・溝覆土ともにロームを多く合むことから、人為的な埋上であろう。

遺物 土師質土器小皿 (1)、 円形に磨られた土製品 (2)が出上している。上層または覆土中からの

出上のため、本跡に伴うものとは言えない。

所見 作物痕と覚 しき攪乱が重複し、遺存状況が劣悪である。遺構の性格や時代は不明。

4号溝  〔第31図〕

位置 2・ 3号溝と並列する。 3U・ 3V-2区

方向 3U-2区 から真東へ直線的に延びている。

規模と形状 全長約 6mで、掘 り方断面は上幅52～ 62cln、 下幅20～ 25cm、 深さ 4～ 14cmで浅い箱掘形

である。東端に長径20～ 34cm、 短径14～ 22cm、 深さ28～ 38cmの楕円形の落ち込みが 2ヶ 所ある。

覆± 1層のみの単一層で、自然堆積と思われる。

遺物 覆土中から近現代と覚しき磁器片 (1)が出上した。

所見 時期的には近現代以降の遺構と考えられるが、性格は不明である。

3号溝出土遺物観察表

種

形

器

器
法量 (cm)

出上位置

残 存 率
焼 成 胎  土 色 調 器形・技法の特徴 備   考

1

土師質

上器

打ヽ皿

A〔 82〕
B〔 46〕

C 25

覆土上層

15%
普通 赤色粒微量 にぶい橙色

緩やかに立ち上がる日縁部片。底部回転

糸切 り痕。内外面ナデ。日縁部に黒色物

(油姻 ?)が多量に付着する。

灯明皿として利

用

2 上製品
最大幅50
厚さ 09 覆

上中 普通

長石・雲母・

赤色粒・

石英微量

褐灰色

にぶい褐色

両面に数ケ所削痕あり。側面が円周状に

磨滅する。

上師質土器の転

用か

4号溝出土遺物観察表

種

形

器

器
法量 (cnl)

出上位置

残 存 率
焼 成 月台  土 色  調 器形・技法の特徴 備    考

l

器

類

磁

瓶

B〔43)
C 21

覆土中
10%

良好 精良
灰白色

にない黄色

底面は内側に突出し、体部は外傾して立

ち上がる。内面と底部寄り側面は無釉。
近現代か
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A         A′
27′ 300_

B         B′
27′ 300+

C        C′
27′300燕

ォ

4号溝

1 7 5YR3/4 暗褐色 ローム粒少、

m

0                            10 cm

第31図  4号溝検出状況・ 出土遺物

5号溝  〔第32図〕
位置 4D-8・ 9区を中心とする。
方向 4D-8区 東壁から西へ延び、 4D-9区 で南へL字状に曲がり1号溝に合まれる。

重複関係 土層断面の観察からまず本肋が掘られ、その後 1号溝に掘り込まれたと考えられる。

規模と形状 掘り方の上幅は攪乱のため不明。下幅24cm、 深さ31～ 33cmで断面観はU宇形である。

覆上 始めにロームの多い 5・ 6層が人為的に埋め戻され、以後上面まで褐色相の土が堆積していっ

たものと思われる。

遺物 須恵器片 (1)が覆土中から出上しているが、出土高からみて当遺構と関連性は乏しい。

所見 本跡は、更に東方に延長するものと思われる。溝の時代や性格は不明である。

5号溝出土遺物観察表

Nc
種

形

器

器
法量 (cm)

出上位置

残 存 率
焼 成 胎  上 色  調 器形・技法の特徴 備   考

1
須恵器

壷甕類
C(52)

中上

％

覆

５
普通 雲母微量

にぶい責褐

色

暗灰黄色

外面に条線群からなる叩き目痕。内面ナ

∵アド。
奈良・平安時代
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ｒ
一
Ｆ

C
27′ 200

ｙ
一
Ｆ

0               2m

第32図

5号溝

1 7 5YR5/4 にぶい褐色 ローム大微、ローム小中、ローム粒
少、黒色土粒中、締り強

2 7.5YR3/4 暗褐色 ローム粒微、黒色土粒少、締り強
3 7_5YR5/6 明褐色 ローム中・小中、黒色土粒少、締り強
4 7 5YR5/4 にぶい褐色 ローム大微、ローム小・粒中、黒色土
粒多、締り強

5 7.5YR6/8 橙色 ローム大。中・小・粒多
6 7.5YR4/6 褐色 ローム大・中多、ローム小少、ローム粒微、
黒色土粒多

C′

0                    10 cm

5号溝検出状況・出土遺物
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6号溝  〔第33図〕

位置 調査区中央部 3V～ 4B-8、 4A～ 4C-9区

方向 ほぼ東西に延びる。

重複関係 精査時の観察所見からは、 7号溝と7号土坑よりも本跡の方が新しいが、東端で交わる 1

号溝との新旧関係は不明である。

規模と形状 全長29。 2m、 上幅90～ 25cm、 下幅50～ 10cm、 深さ15～ 6 cmである。底面は後世の攪乱に

よる複数のピットがあり、断面形は皿形である。西端で溝が切れているのは、溝の深度が浅 く、表土

除去時に溝の下面まで削り取られたためと考えられる。

覆土 水平方向に主として堆積することから自然堆積と思われる。

遺物 覆土中から近世の肥前系染付 (1)が 1点出土した。

所見 本跡の営まれた時期と役割は不明である。

8号濤出土遺物観察表

7号溝  〔第34図〕
位置 調査区東南 4B-7～ 4C-16、 4D-16区  1号溝に並行する。
方向 調査区東南からゆるやかにS字状に南に向かい、調査区外に延びる。
重複関係 本跡と、 6・ 9号溝との切り合い関係は、 6号溝より本跡の方が古く、 9号溝よりは新し

規模と形状 会長40m、 上幅100～ 45cm、 下幅80～ 25cm、 深さ20～ 2 cmである。断面形は、北側では皿
形で、南側においては逆台形を呈する。 6号溝と交差する辺りから北側は、深度は浅くなり端部で途

切れる。

覆土 暗褐色相を主体とし、単一相が多い。自然堆積と思われる。
遺物 覆土中から、土師器片 (1)、 陶器片 (2)が出上しているが、本跡に確実に伴うものではない。
所見 本跡の時期・役割は不明である。

種

形

器

器
法量 (cm)

出上位置

残 存 率
焼 成 胎  土 色  調 器形・技法の特徴 備   考

ユ
染付

皿

Ａ

Ｃ

〔180〕

(17)

覆土中
10% 良好 精 良

明緑灰色

灰白色

緩やかに立ち上がる日縁部片。外面に 1

条の沈線、内面に文様 (花 ?)が描かれ
る。

肥前系

近世

7号溝出土遺物観察表

種

形

器

器
法量 (cm)

出上位置

残 存 率
焼 成 】台 土 色 調 器形・技法の特徴 備   考

1
土師器

内黒杯

A〔 135〕

C(22)
中土

％

覆

５
普通 長石微量

にぶい橙色

黒色

外反する日縁部片。外面ナデ。内面黒色

処理の上、横位ヘラミガキ。
奈良・平安時代

2
陶器

碗皿類
C

戻上中

5% 良好 良土

暗赤褐色

にぶい責橙

色

肥厚し、九みを帯びる日縁部片。釉は厚
い 。

瀬戸美濃系

近世
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ＳＤ
-5

A          A′
27′ 200              ~~~~

―

B               B′
打″側

6号滞 B― B′

1 7 5YR3/4 暗褐色 ローム大微、ローム中・粒少
2 7.5YR4/6 褐色 ローム粒中
3 7 5YR4/4 褐色 ローム小少、ローム粒中、黒色土粒少

二

ｎ
胴
ＩＩＩ
Ⅲ
Ｕ
上

C
27′ 200

8号溝 D― D′
1 7.5YR4/6 褐色 ローム小・粒少

D            D′
27′ 200

E          E′
野″側

一6号湾 E― E′

1 7 5YR3/4 暗褐色 ローム中中、ローム小・粒少
2 7.5YR4/6 褐色 ローム大 。中・小・粒多

F        F′
27′ 200_

0                          10 cm

6号溝検出状況・ 出土遺物第33図
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A            A′
27′ 300

B
27′ 300

7号溝 B― B′

1 7 5YR3/3 暗褐色 ローム中・粒少
2 7 5YR4/6 褐色 ローム粒多

C′

27,300

D           D′
27′ 300

7号溝 D― D′

1 7.5YR3/3 暗褐色 ローム大・粒少、ローム中。4ヽ中、暴色土

粒少

7号溝 F― F′

1 7 5YR3/3 暗褐色 ローム大少、ローム中・粒中、ローム小
多、締り強

B′

SD-6

C

2m

0                          10 cm 0                        3 cm

第34図  7号溝検出状況・ 出土遺物
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8号溝  〔第35図〕

位置 調査区北東側に確認でき、 6・ 9号溝と並行する。 4B・ 4C―■区
方向 ほぼ東西に延びる。

重複関係 本跡は、 1号溝と7号溝と切 り合い関係にあるが、新旧関係は不明である。
規模と形状 全長5.8�、上幅60cln、 下幅 8～ 4 cmである。溝全体に後世の攪乱と思われる複数のピッ
トがあり、旧状を留めていない。

覆土 攪乱が多く、正確に層位を把握できなかった。

遺物 覆土中から常滑細片 (1)が 1点出土しているが、本跡に確実に伴うものではない。

所見 本跡の時期・機能は不明である。

A蜘
¬ K「

A′

Bイ

Ъ ttw

C
27′ 300

8号溝

1 7 5YR3/4

ローム粒中

2 7 5YR5/6

3 7 5YR4/6

C′

0              3 cm

―
 

―

「

―
引

第35図  8号溝検出状況・出土遺物

暗褐色 焼土粒微、ローム大多、コーム中 。小少、

明褐色 ローム大・粒多
褐色 ローム大少、ローム粒多

D
27′ 300

―

m
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8号溝出土遺物観察表

Nα
種

形

器

器
法量 (cln)

出上位置

残 存 率
焼 成 胎  上 色  調 器形・技法の特徴 備   考

1

陶器

壷甕類
C(13)

中止

％

覆

５
良好 黒色粒微量

オリーブ黄

色

灰黄色

外反し、面取られる日縁部片。外面には

焼成時の付着物 (自然降灰 ?)あ り。
常滑窯産

中世

9号溝  〔第37図〕
位置 調査区域南端 4A-15区
方向 ほぼ東西に延びる。

重複関係 本跡は、 1・ 7号溝と切 り合い関係にある。 7号溝は本排より新しいが、 1号溝との関係
は不明である。

規模と形状 全長■ .6m、 上幅48～■6cm、 下幅16～ 28cln、 深さ16～ 28cmである。底面は平坦であり、

断面形は逆台形を呈している。溝の西端に攪乱があり、不明確なまま途切れる。

覆上 始めにロームを主体とした上が堆積 し、以後ロームを合む褐色上が均―に堆積する。

遺物 出上していない。

所見 本跡の時期・機能は不明である。

1号掘立柱建物址  〔第36図〕
位置 調査区中央部 3W-8・ 9、 3X～ 3Z-7・ 9、 4A-7区
主軸方位 N-5°一W

規模と形状 柱穴数は、約27ケ所を数え、東西 5間 (約 10.lm)、 南北 4聞 (約6.4m)の建物である。

柱穴の掘 り方は径20～ 36cmの 円形で、深さは 9～ 64cmである。その他の柱穴は径20～ 36cmの楕円形で、

深さは 8～ 38cmで本肋に伴う可能性がある。底面は平坦で、壁は垂直に立ち上がる。

覆土 褐色を基調とする土でロームを合む。柱痕や抜き取 り痕は確認できない。

遺物 柱穴内からは出土していない。

所見 柱穴内の出土遺物が無いため、遺構の正確な帰属時期は不明である。表採遺物の中に近世以降
の陶磁器が散見されることから、消極的な根拠だが近世 。近代の建物の可能性が↓旨摘できる。
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④

⑥

⑨

こ
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十~十~~◎
引

◎
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◎
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‐
ｎ
Ｕ

１
０

引

A′

③

◎  O ⑥

⑥  ~

◎

⑨

ｌ
ｌ
ｌ

◎

◎

〔
悧
秒

―

。 C'

⑥

D′

③
~

LI

1号掘立柱建物址 A― A′

1 7.5YR3/2 黒褐色 ローム中少、ローム粒中
2 7.5YR3/3 暗褐色 ローム大少、ローム小・粒中

1号掘立柱建物址 B― B′

1 7 5YR3/3 暗褐色 焼土粒少、ローム中少、ローム粒中、黒色
土粒少

C′
      : ;::と選チ: 箔極

色
口二頂臭:二↑1母建歩F:と桜ケロック

4 7.5YR3/3 晴褐色 ローム粒中、黒色土粒少

0               2m

生 ◎ ◎_十~◎
Ш
I

ユ ◎

第38図  1号掘立柱建物址検出状況
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A′
Ａ

一
７
，
４００

C′Ｃ

一
７
，
４００

暗褐色 ローム小・粒中、締り強
褐色 ローム粒多、締り強
褐色 コーム小少、ローム粒中
褐色 ローム質土

D′

9号溝

1 7 5YR3/4

2 7 5YR4/4

3 7 5YR4/3

4 7 5YR4/3

Ｄ

一
７
′
４００

ビ
．

サ

　

Ｐ
・

ｒ

二
２７′４００　Ａ

上
２７′４００
「

第37図  9号薄検出状況

|
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第 2節 第 2次調査区の遺構と遺物

第 2次調査区では、土坑 6基、溝 3条、古墳 1基が発見された。以下遺構ごとに所見を述べる。

10号土坑  〔第38図〕

位置 3N― (―■)区 を中心とする。

長軸方向 N-38° 一W

重複関係 遺構確認面からは重複関係はみられなかったが、上層断面から本跡の覆土を10号溝が掘 り

込んでいるため、本勤の方が古い。

規模と形状 長径2.3m、 短径1.lmの長方形を呈し、深さ72～ 87cmである。

壁面 緩やかに外傾して立ち上がっている。西壁はやや内傾して立ち上がり、やや外反する。

底面 不定形を呈し、ほぼ平坦である。

覆上 自然堆積である。

遺物 土師器片 (1)が 1点、覆土中から出土した。

所見 本坑は、古墳時代以降の上坑であるが、具体的な時期・性格は不明である。

11号土坑  〔第38図〕

位置 調査区西側 3E・ 3F― (-8)区

長軸方向 N-71° 一W

重複関係 遺構確認時には13号溝と重複関係は不明だったが、出土遺物から本肋の方が古い。

規模と形状 平面形は長径1.5m、 短径1.lmの楕円形を呈し、深さ75～ 77cmの 円筒形の上坑である。

壁面 西壁はほぼ垂直に立ち上がっているが、13号溝に掘 り込まれているため、本来の壁面が失われ

ている∝東壁はほぼ垂直に立ち上がり、中位で段をなしている。

底画 楕円形を呈し、平坦である。

覆土 褐色相の自然堆積である。

遺物 覆土中から縄文土器 (1)が 1点出土している。器面が荒れており判然としないが地文単節R

Lで、数条の沈線が垂下し、下半は無文となる。内面に炭化物が付着していた。加曽利 EⅢ式に相当

しよう。

所見 本坑は、縄文時代中期後半の可能性がある。性格は不明。

10号土坑出土遺物観察表

No
種

形

器

器
法量 (cm)

出上位置

残 存 率
焼 成 胎  上 色 調 器形・技法の特徴 備   考

1

土師器

主甕類
C(43)

覆上中

5% 普通 石英微量 明赤褐色
体部片。外面はハケメをナデ消す。内面

はヘラナデ。
古墳時代
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B
27′ 200

弓ワ1

暁m

ヽ
ｍ

0                          10 cm

褐色 ローム粒微
暗褐色 ローム小・粒中

ローム大・中少、コームガヽ中、ローム粒多

炭化粒少、ローム大少、ローム小・粒中

ローム粒多

コームガヽ中、締り強

10号土坑

1 7_5YR4/3

2 7.5YR3/3
〇
〇
一
、
卜
偕

い

11号土坑

1 7.5YR4/4 褐色

2 10YR 4/6 褐色
3 10YR 4/6 褐色
4 7 5YR4/4 掲色

第38図  10号 。11号土坑検出状況
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12号土坑  〔第39図〕

位置 調査区北端 3H― (-21)区

長軸方向 N-23° 一W

重複関係 遺構確認面からは重複関係はみられなかったが、土層断面から2層 を主体とする穴と、焼

土 (1層 )が散って、水平堆積 (3層 )を合む穴の 2つに分かれる可能性がある。

規模と形状 長径2.5m、 短径1.3mで、深さは66～ 90cmである。底面は 2ケ所の落ち込みをもつ。

壁面 西壁は外傾して、東壁は垂直に立ち上がっている。

底面 2ケ所とも楕円形を呈する。

覆土 上層で焼土 (1層 )がみられるが、本肋に直接伴うものではない。

遺物 出上していない。

所見 本跡に伴う出土遺物がなく、時期・′l■格は不明である。

13号土坑  〔第39図〕

位置 調査区東端 3L― (-19)区を中心とする。

規模と形状 長径1.5m、 短径1.3mの不定形を呈し、深さ77～ 94cmである。

壁面 ほぼ垂直に立ち上がり、中位で段をなしている。

底面 やや傾斜をもち、不定形である。

遺物 出土していない。

所見 本跡は遺構に伴う出土遺物がなく、時期・性格は不明である。

14号土坑  〔第41図〕

位置 調査区南端 3D― (-6)区

長軸方向 N-61°一E

規模と形状 長径2.3m、 短径1.4mの長楕円形で、深さ1.16～ 1.23clnである。

壁面 垂直に立ち上がり、中位で大きく外傾する。

底面 長楕円形を呈し、ほぼ平坦である。

遺物 出土していない。

所見 本跡に伴う出土遺物がなく、確実な時期は不明である。土坑の形態から類推 して、縄文時代の

陥し穴の可能性がある。

15号土坑  〔第40。 41図〕

位置 2号墳の内区に掘 り込まれる。 3E― (-26)。 (-27)区

長軸方向 N-96.5° 一E

規模と形状 長径98cm、 短径74cm、 深さ44～20cmの楕円形を呈している。

壁面 壁の上面は北壁を除いて後世の攪乱を受ける。やや外傾して立ち上がる。

底面 楕円形を呈し、平坦である。

遺物 覆土中から1～ 4の寛永通宝が 4枚出上した。 1・ 3・ 4はいわゆる新寛永で、1697～ 1747年
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A
27′ 100

〇
〇
一
、
卜
咄

ぬ

〇
〇
一
、
蔦

〇

12号土坑

1 5YR 5/6 明赤褐色 焼土大・中・小・粒多、締り強
2 7_5YR3/3 暗褐色 炭化粒少、ローム小少、ローム粒中
3 7_5YR3/3 暗褐色 ローム大少、ローム小・粒中
4 7 5YR4/4 褐色 ローム小少、ローム粒多
5 7 5YR4/6 褐色 ローム大・中少、ローム小中、ローム粒多

あ
|

ml邑

A
27,200

0                       2m

第39図  12号・ 13号土坑検出状況
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と1767～ 1781年の間鋳造された。 2は 「賓」の字体から古寛永と判ぜられる。1636～ 1659年の間傍造

された。この他に骨粉などはみられなかつた。

所見 寛永通宝は、恐らく六道銭として供えられたものと思われる。土坑の形状が円筒形で、銭貨が

複数枚出上したことから、当遺構は近世の墓羨と考えられる。時期的には、17世紀末～18世紀代に営

まれたものだろう。

第40図  15号土坑出土遺物

10号溝  〔第42～44図〕

位置 調査区中央  3F。 3G― (-13)～ (-18)、  3H～ 3P― (-12)、  3H・ 31-(-13)、

30～ 3R― (―■)区

方向 調査区東側からほぼ西方向に進み、 3G― (-13)区で北へ直角に曲がり直線的に延びる。
重複関係 遺構確認面からは重複関係はみられなかったが、土層断面から10号土坑の覆土を掘 り込ん

で構築されているため、本跡の方が新 しい。 3P― (―■)区で11号溝を掘 り込んでいる。

規模と形状 全長約67mで L字状を呈している。掘 り方は上幅60～ 120cm、 下幅16～ 46cm、 深さ8～ 49
cmで、断面観は東側でU字形、西側で箱掘形を示す。

覆上 下層はロームを多く合んでおり、人為的な埋上の可能性があるが、黒・暗褐色を主体とする上

層は自然堆積であろう。

遺物 土師器 (古墳時代)か ら、染付 (近世)ま での上器・陶磁器が出上したが、細片で中～上層か

らの出上であり、本跡と直接の関わりをもたない。また、溝の東側では,焉の臼歯が数点出上した。

また、覆土中からは砥石片 2点が出上した。14は流紋岩質軽石を使用したもので、一端に穿子しを施

している。表面側は凸面状で、裏面は平坦になり、更に樋状砥面が 3条連続している。下端面にも凸

面状砥面と樋状砥面 1条が複合している。穿孔部分で折損 している。15は棒状砥石で、 4面 を砥面と

して使用している。両端は折損している。

所見 本跡の正確な時期は不明だが、少なくとも近世・近代以降のものであろう。馬の臼歯の残 り具
合から遡っても100～ 200年程度と考える。溝の具体的な機能については不明である。

15号土坑出土遺物観察表

銭貨銘 分 類 外径 (cm) 内径 (cm) 量 目 備 考

l 寛永通賓 新寛永 鋳造期間1697～ 1747、 1767～ 1781年

寛永通賓 古寛永 鋳造期間1636～ 1659年

3 寛永通賓 新寛永 鋳造期間1697～ 1747、 1767～ 1781年

4 寛永通賓 新寛永 37 鋳造期間1697～ 1747、 1767～ 1781年

―-58-―



A
27′ 200

A               A′
27,400

第41図  14号・ 15号土坑検出状況
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ヤン

A
27,200

10号溝 A一 A′

1 7 5YR3/3 暗褐色 ローム小・粒少
2 7 5YR3/4 暗褐色 ローム小少、ローム粒中
3 7 5YR3/4 暗褐色 ローム大微、ローム中少
4 7 5YR4/4 褐色 ローム中中
5 7 5YR5/6 明褐色 ローム大・中。小・粒多、ローム質土

A′

B′B
27′ 200

18号溝 B― B′

1 7 5YR3/2

2 7 5YR4/3

3 7.5YR3/4

4 7.5YR4/4

黒褐色 ローム小・粒微
褐色 ローム粒少
暗褐色 ローム小少、ローム粒中
褐色 ローム中少、ローム小・粒中

C′

C
27′ 200

第42図  10号溝検出状況

10号溝 C― C′

1 7_5YR3/2 黒褐色 ローム粒微
2 7.5YR4/6 褐色 ローム小少
3 7 5YR4/4 褐色 ローム中多、ローム小中

C′

D′D
27′ 200

10号溝 D― D′

1 7_5YR2/3 極暗褐色

2 7 5YR4/4 褐色 ローム粒微
3 7 5YR3/4 暗褐色 ローム中中、ローム小少

調査区外
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A        A
27′ 200

ー

E
27′ 200

D       D′名g顎 嗚
0             2m

Ｅ
一

‐

Ｃ
一

8
C

I

D~~6
2D′

馬骨分布範囲

第43図  10号滞遣物出上状況

10号溝出土遺物観察表

15性

調査区外

種

形

器

器
法量 (cm)

出土位置

残 存 率
焼 成 胎  土 色 調 器形・技法の特徴 備 考

1

器師

台

土

器

A〔71)
C(18)

覆土上層

50%
良好
長石・石英

微量
橙色

内底面中央に穿孔された受部片。緩やか

に立上 り、端部は直立。内外面ヘラミガ

キ。

古墳時代

2
上自T器

高杯
C(18) 覆土上層

80%
普通 石英少量 にない橙色

裾部片。 3ケ所穿孔。外面は縦位のヘラ

ミガキ。
古墳時代

3
土師器

高杯
C(42)

覆土上層

80%
普 通 石英少量

にぶい責橙

色

直立する裾部片◇外面は縦位のヘラミガ

キ。
古墳時代

4
上師器

童甕類
C(30)

覆土中

5% 普通
長石・雲母

微量

にぶい責褐

色

くの事に外反する日縁部片。外面赤彩。

内外面ナデ調整。
古墳時代

5
器

類

師

甕

上

壷

Ｂ

Ｃ

38
(20)

覆土中

80%
普通
長石少量

雲母微量
にぶい褐色

斜位に立ち上がる平底の底部片。内底面
ヘラナデ。体部ナデ。

古墳時代

6
土師器

五甕類

B〔 60〕

C(14)
覆上中層

50%
普通 長石微量 橙色

平底の底部片。内外底面はヘラナデ調整。

体部底面よりは横位のナデが連続する。
古墳時代

7
須恵器

蓋
C(185) 覆

土上層

10%
良好 長石少量 黄灰色

ロクロ成形の体部。体部外面はヘラケズ

リ。内面はナデ。

8
土師器

内黒杯

B〔 62〕

C(13)
覆土上層

60%
良好 良土

によい黄橙

色

底部は回転糸切 り後に軽微なナデ。内底

面はヘラミガキの上、黒色処理。
黍良・平安時代

9
土師質土

器 小皿
B〔 41〕

C(075)
覆上中

10%
普通
雲母少量

赤色粒微量

にない赤褐

色
底部回転糸切り痕。 中近世

土師質

土器

火合 ?

C(16)
覆上中

5% 普通

長 石 ・ 雲

母・石英・

赤色粒多量

にない赤褐

色

平底で直立気味に立ち上がる底部片。体

部に1ケ所穿子しあり。
中近世

土師質

土器

内耳鍋

Ａ

Ｃ

〔260〕

(2 95)

覆上中

5% 普通
長石・石英

微量
にぶい褐色

日碁部上端面に 1条沈線をもつ日縁部

片。外面に煤付着。体部側は内側にすぼ

まる。

中世
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染付

碗
C(3_7)

中止

％

覆

５
良好 精 良 灰白色

外面は条線の区画内に縦位の波状文を、

内面は日唇部寄 りに 3条の条線を配す

る6

系工削

世

肥

近

土製品

長さ40
幅 38
厚さ06

覆土中 普通
石英多量

長石少量

にぶい黄橙

色

片面にヘラミガキ痕あり。破面が円周状

に磨滅し、円盤状を呈する。
土師器の転用か

形貨ザξよ
｀

2

フ
Ｈ
Ｈ

連 髯

鶴
9

5 6                                                7

Ⅷ
8

11

第44図  10号落出土遺物

10号溝出土石器観察表

10

7翰

器種 最大長 (cm) 最大幅 (cm) 最大厚 (cln) 重量 (g) 石  材 備 考

祗  石
流紋岩質

軽石
穿孔痕 1ケ所、断面U宇状溝 3ケ 所が残る。

砥  石 凝灰岩
使用面 4ケ所。両端を折損。一面に刀傷あ

り。
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11号溝 〔第45・ 46図〕
位置 調査区東側 3P― (-11)～ (-15)区

方向 3P― (-11)区から北に延び、調査区外に続 く。

重複関係 3P― (―■)区で10号溝に掘 り込まれているので、本跡の方が古い。

規模と形状 全長約15mで、掘 り方は上幅88～ 108cm、 下幅60～ 70cm、 深さ16～ 20cmで箱掘形である。

覆土 褐色または暗褐色相の上だが、ロームの合度が南北で異なり自然堆積とは断じえない。
遺物 土師器 (古墳)や須恵器 (奈良・平安)が下層から出土しているが、少量で細片でもあり、確
実に本跡と伴うかは不明である。

所見 本肋の時代・機能については不明である。但 しながら方向から判断して、本肋は北西原遺跡 3

次調査 (平成 7年度調査)の 10号溝と連なるものである。

1

11号溝出土遣物観察表

種

形

器

器
法量 (cm)

出上位置

残 存 率
焼 成 胎  土 色  調 器形・技法の特徴 備   考

l

土師器

重
C

覆上上層

15%
普通
長石・石英

多量

明赤褐色

にぶい褐色

段を生じ、斜め上方に開きながら減厚す

る日縁部片。内外面ナデ調整。外面赤彩。
古墳時代

器

類

師

甕

上

壷

B〔 70〕

C(17)
覆上下層

30%
普通
長石多量

石英微量

にぶい貢橙

色

ヘラ調整の平底底部片。内底画・体部は

ヘラナデ。
古墳時代

土師器

壷甕類

B〔66)

C(10)
覆土上層

15%
普 通
長石多量

石英少量

にない赤褐

色
ナデ調整の平底底部片。体部ヘラ調整。 古墳時代

4

須恵器

甕または
gll

A〔 180〕
C(18)

覆上下層

5% 良好

長石少量

雲母・石英

微量

灰黄色

灰黄褐色

日唇部上端と下端に突起を有する日縁部

片。ヨコナデ成形。
奈良・平安時代

3

4

0                           10 cm

|

第45図  11号濤出土遺物

13号溝  〔第47図〕
位置 調査区西側 3F― (-6)～ (-8)、 3D― (-11)～ (-14)、 3C― (-14)～ (-17)、
3E― (-7)～ (-12)区

方向 調査区南側の 3F― (-6)区の落ち込みから北北西方向に直線的に延びている。
重複関係 遺構確認面からは重複関係はみられなかったが、■号土坑の出土遺物との比較から本肋の

方が新しい。

規模と形状 全長約44mで、掘 り方断面は上幅101～ 120cm、 下幅55～ 64cm、 深さ18～ 33cmで逆台形で
ある。南端に径1.2m、 深さ45cmの 円形の落ち込みがある。

覆土 ローム粒を多く合む暗褐色相の埋土を中心とする自然堆積。

遺物 出土していない。

所見 溝の時期、具体的な役割は不明である。
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B
27,200

D
27′ 200

A
27′ 200

A′

ド
一
　
一ｙ

（

一
一
Ｂ

C              C′
27′ 200

11号薄 B― B′

1 7.5YR3/3 暗褐色 ローム粒中
2 7.5YR4/4 褐色 焼土粒少、ローム大。中少、ローム小多、
―ム粒中

11号溝 D― D′

1 7.5YR3/2 黒褐色

2 7.5YR3/4 暗褐色 ローム質土
3 7.5YR4/3 褐色

第46図  11号濤検出状況
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B′

13号溝 B― B′

1 7.5YR3/4 暗褐色 ローム中少、ローム小中
2 7 5YR4/4 褐色 ローム中・小少、コーム粒多

13号滞 C― C′
1 7 5YR3/3 暗褐色 ローム大・中少、ローム小中、ローム粒多
2 7_5YR5/6 明褐色 ローム大・中・小・粒多
3 7 5YR4/6 褐色 ローム大。中・小・粒多、ローム質土

18号溝 E― E′

1 7 5YR3/3 暗褐色 ローム大。粒少、ローム中・小中
2 7 5YR3/4 暗褐色 ローム中中、ローム小。粒多

Ｂ
．２７，００

Ｃ

一７
′
０００

諭

養

盛

ネ

第47図  13号濤検出状況
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2号墳  〔第48・ 49図〕

位置 本墳は、調査区域北側の 3D― (-26)区を中心に確認された。その占地は、標高約27mの 台

地中央部に位置している。北側は北西原遺跡と接 しており、本墳の北側は、北西原遺肋 2次調査時の

2号墳として既に調査済である。

主軸方位 N-18°一W

重複関係 15号土坑が本墳を掘 り込んでおり、本墳の方が古い。

墳丘 調査時において当区域の現況は平坦な畑であり、墳丘は削平されていた。

周溝 重機による表土除去で遺構確認面が明らかになる過程で、本墳の周溝及び主体部の掘 り方は、

耕作と覚しき攪乱を受けていた。特に周溝の西側と東側は、底面まで攪乱を受けていたため、遺存状

況は劣悪であった。

以上の状況のため一部推定値を合むが、周溝の形状は浅い隅丸の逆台形状であり、調査済の北側を

合めると方形に廻っている。規模はタト法で長辺 (14.9)m、 短辺 (5,7)m～ 7.5m、 下幅85cm、 上幅

175cm、 深さ13cm～ 26cmである。断面形は周溝東側で皿形、南側では不明瞭な逆台形を呈している。周

溝底面は、南側と西側は特に攪乱と思われる小孔が多く、凹凸している。

埋葬施設 埋葬施設も北側 3分の 1程の調査が既に終了している。規模は、周溝同様攪乱が著しいた

め推定だが、上端で長さ (5.7)m、 幅2.05mである。なお、この数値は調査済の区域を合む。

覆土 周溝・墓道とも、不均―な堆積状況で攪乱・破壊が著しい。

遺物 周溝・墓道内の覆土から若干の土師器・須恵器片が出土した。墓道の上師器 (1・ 2)は底面

寄りから出上しているが、古墳時代前期の遺物であり明らかに攪乱などによる混入遺物である。須恵

器片 (5・ 6)は奈良・平安期のものだが、墓に伴う可能性は低い。

所見 周溝・墓道の形状から、当遺構は終末期 (7～ 8世紀代)の方墳であると判じられる。墓道・

周溝は攪乱・破壊が著しい。

2号墳出土遺物観察表

Ntl
種

形

器

器
法 量

出上位置

残 存 率
焼 成 胎  土 色 調 器形・技法の特徴 備   考

ユ
上師器

甕

A(187〕
C(265)

覆上下層
5% 普通

長石少量

石英微量
灰褐色

直立気味に立ち上がる日縁部片。外面は

縦位、内面は横位のハケメ。日唇部ヨコ

ナデ。

古墳時代前期

2
土師器

甕
C(24) 覆

上中層

5% 普通
長石少量

石英微量
橙色

くの字状に属由する頸部片。外面の日縁

部寄りはハケメ、体都寄りはヨコナデ。

内面体部はハケメ。日縁部寄りはヨコナ

|万
゛
。

古墳時代前期

3
上師器

杯

A〔 132〕
C(1_8)

覆土中層
5% 普通 良土 にぶい橙色

斜位から直立気味に立ち上がる日縁部

片。体部外面はミガキ。日縁部内面はヨ

コナデ。

古墳時代

4
器

類

師

甕

土

壷

Ｂ

Ｃ

59
(16)

覆土中層
90%

普通

長 石・ 雲

母・石英微

量

によ い橙 色
中央がやや窪む平底の底部片。外面はヘ

ラによるヨコナデ。内面はヘラミガキ。

5
須恵器

=甕
類
C(36) 覆上中

5% 良好
長石・雲母

微量
暗灰黄色 外面に条線の叩き目をもつ胴部片。 奈良・平安時代

6
須恵器

杯

Ｂ

Ｃ

〔63〕

0,9

覆土中

5% 良好

雲母少量

石英 。長石

微量

黄灰色 平底の底部片。調整不明瞭。 茶良・平安時代
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④ ヽ
Ｌ

27′ 400

B
27′ 400

調査区外

黒褐色 ローム粒微
暗褐色 ローム小微、ローム粒少
褐色 ローム粒中
褐色 ローム粒中

褐色 ローム小・粒少
極暗褐色 ローム小・粒微
黒褐色 焼土粒少、ローム小微
暗褐色 ローム小微
褐色 ローム粒多
極暗褐色 ローム粒微
褐色 ローム中・小少、コーム粒中
黒褐色 ローム中・粒少
明褐色 ローム大中、ローム小少、

B′

野μ側

K― K′

1 7.5YR2/2

2 7.5YR3/3

3 7 5YR4/3

4 7 5YR4/4

B― B′

1 7_5YR4/3

2 7_5YR2/3

3 7 5YR3/2

4 7 5YR3/3

5 7.5YR4/6

6 7 5YR2/3

7 7 5YR4/4

8 7_5YR3/2

9 7_5YR5/6 コーム粒多

D一 D′

1 7 5YR3/2

2 7.5YR3/3

3 7 5YR3/3

4 7.5YR4/6

5 7 5YR5/6

H― H′

1 7.5YR4/3

2 7_5YR5/3

3 7 5YR3/2

4 7.5YR3/3

5 7 5YR3/2

6 7 5YR3/3

7 7 5YR3/4

8 7.5YR3/1

9 7 5YR4/6

黒褐色 ローム小微、ローム粒少
暗褐色 ローム中少、ローム粒中
暗褐色 ローム粒微
褐色 ローム大中、ローム小少、ローム粒多
明褐色 ローム粒多

褐色 ローム大・中・小中、ローム粒少
にぶい褐色 ローム中少、黒色土粒少
黒褐色 ローム大少、ローム小微
暗褐色 ローム大少、ローム粒少
黒褐色 ローム粒微
暗褐色 ローム中・小少
暗褐色 ローム大多、ローム中 。小・粒少
黒褐色 ローム粒微
褐色 ローム粒多

K K′

」 J′
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第49図  2号墳出土遺物

第 3節 遺構外出土遺物

神明遺肋第 1次・第 2次の両調査では、プラスチック製コンテナ箱にして約23箱分の遺物が出上し

た。当節ではこのうち、遺構に伴わない出土遺物を、調査区毎に、縄文土器・石器 。その他の遺物に

分けて報告する。

①第 1次調査区出上の縄文土器  〔第50・ 51図〕
ここでは表採、グリッド中及び他時期の遺構覆土中より出土した縄文土器をまとめて遺構外遺物と

して扱うこととする。29。 30を 除き全て深鉢である。 1は平縁で推定径26.Ocm、 日縁下に最大径を有

する。日縁に沿って沈線状に浅 く凹ませ微隆起線文を作り出している。下半は単節RLが施文されて
いた。 2は平縁で推定径26.4cm、 あまりくびれない器形である。地文 0段多条 RL、 日縁に沿ってi先

線が 1条巡り、この上を磨いて狭い無文帯とするが、一部縄文が残っている。ともに中期後半加曽利

EⅣ式に相当しよう。 3～ 12は胎上に繊維の混入が見られる一群である。 3・ 4は波状縁で 3は 日縁

に沿い一部途切れる沈線が巡り、下半は押引沈線が見られた。 4は不規則な押引沈線・コンパス文が

描かれる。 5は平縁で単節 LRと 異節縄文か。 6は器面が荒れ判全としないが単節LRか。 7は単節
LR、 8は無節R2が押圧されていた。 9は o段多条LRで上方に弧のゆるいコンパス文、10は幅の

狭いコンパス文が描かれている。■は地文無文、多段の押引沈線文が横位に巡り、一部弧状を呈して

いる。12・ 13は斜沈線による格子目文でいずれも左上 。右下→右上 。左下方向へと施文される。これ

らは前期前半広義の黒浜式に相当しよう。14は地文単節LRか、この上から半裁竹管状工具による曲
線文が空白部なく描かれる。前期後半諸磯 b式に相当しよう。15は単節 LRの結節縄文が 2段見られ

る。前期末葉から中期初頭に相当しよう。16は平縁で隆帯文とこれに沿う沈線により区画文が描かれ、

区画内は単節LRが充填される。外面に炭化物が付着していた。17は平縁で両側が沈線状に凹む微隆

起線文により曲線文が描かれる。縄文は単節 LRと 0段多条 LRの二種が用いられていた。18は波状

縁で 2条の微隆起線文による曲線文、曲線文内は 0段多条RLである。19は平縁で日縁に沿い両側が

なでられる微隆起線文が 1条巡っている。縄文はなく、下半は「∩」状の単位文と曲線的i先線文が描

かれていた。20は波状縁で、水平に沈線が 1条巡っている。下半は 0段多条RLが施文されていた。
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第51図 第 1次調査遺構外出土遺物②

21・ 22は波状縁である。ともに日縁部に水平に幅の広い沈線文が巡り、イ先線上方には円形刺突が連続

していた。 0段多条 LRが施文され、21は沈線による曲線文と無文部が見られた。23は平縁で日縁沿
いをなでて無文帯とし、下半は 0段多条LRが施文されていた。24は上半無文で下半は,先線による直
線的な区画文が描かれる。地文は単節RLで内面に炭化物が付着していた。25・ 26は隆帯による区画
文で25は下半単節RLか。26は地文単節RLで曲線的なi尤線文が描かれている。27は垂下沈線文で単
節 LRと 無文帯が交互に施文されている。28は ,先線による連弧状文と垂下文が描かれ、 0段多条RL
と無文帯が交互に見られる。29。 30は壷もしくは鉢形土器。29は上端に沈線が 1条巡り、下半は 0段

多条LRが充填される楕円形区画文が描かれる。30は屈曲部に沈線が 2条巡り、下半は区画文か、単
節 RL。 31は両側が幅広 くなでられる微隆起線文による曲線文で、 0段多条LRが充填されていた。
32は沈線による曲線文で一部灰手状となる。 0段多条LRが充填される。33・ 34は条線文である。33
は 4～ 5条 1単位で垂下し、下半は無文となる。34は垂下させた後、一部横位に施文していた。16・

24～26は加曽利EH式、27～30はⅢ式、その他はⅣ式に相当しよう。35は平縁で無文、斜方向に磨か
れており、器壁は薄手である。後期と思われる。

36～ 41は底部である。40を除き全て無文であった。36は推定径10.5cm、 37は径12.4cmで上げ底、底

面と外面は磨かれていた。38は推定径6.2cm、 底面と底部直上は磨かれている。39は径6.5cm、 40は推

定径7.Ocm、 41は径4.5cmで ともに底面が凸レンズ状を呈している。39は外面横なで、40は 4条 1単位

愛

緯

Ю
Ｑ

＝

＝

∩
‐ｌ
Ｈ
日
日
〕
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３
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の条線文が垂下し、下半は無文、41は底面が磨かれていた。40は中期後半加曽利 EⅢ～Ⅳ式に相当し

よう。

42～ 61は土製品である。42～ 55は土錘で完形が多い。形状も方形・楕円形・円形とさまざま見られ

た。56～ 61は土製円盤である。56・ 60は隅丸方形、他は円形である。

第 1次調査遺構外出土土製品観察表

②第 1次調査区出土の石器  〔第52図〕

表採・グリッド・攪乱中より出土した石器・石製品を遺構外として扱う。総数23点で器種構成はナ

イフ形石器-1点、石鏃-1点、石錐-1点、打製石斧-1点、磨石類-6点、砥石-3点、千1片 ―

9点、石製品-1点でうち 8点 を図示した。

1はナイフ形石器である。褐色の硬質頁岩製で縦長象1片 を素材とする。両側縁の一部に短い範囲で

急斜度争1離による調整加工を施してはいるが、全体に素材形状保持型の成形となっている。刃部の一

部に微細剰離が点在 している。打面を基部側に用いたが、その基部側は背面側からの力により折損し

ている。

2は石鏃である。器体中央の両面に旧素材崇1離面を残す程度に周縁部に調整加工を施している。基

部内側の狭 り加工は浅 く、全体として二等辺三角形の形状である。旧素材素1離面の剥離方向からみる

と、打面は固定していない。

3は石錐である。180°の打面転移を経過した石核から生じた縦長剖片を素材とする。末端部に調整加

工を施し錐部を形成している。右側縁の一部に調整楽1離を施し、方珪石の結晶部から折損している。

4は打製石斧である。両側縁から狭 り加工を施し、分銅形とする。両面とも線状痕を残す研磨面に

より平坦化し、扶 り部を中心として調整剥離面の「研ぎ残 し」が認められる。上下刃部は折損。

名称 残存 大きさ (cm) 重量 (g) 整形 文様 。その他 時期

土錘 完形 55× 45 全周磨り 垂下・蛇行i尤線文、深い切り目1対、方形 カロ曽不可E II式

土錘 完形 58× 36 31 5 全周磨り 日縁部、1尤線文、切 り目 1対、方形 中期後半

土錘 一部欠 62× 31 全周磨り 0段多条LR、 切 り目1対 不 明

土錘 (57)× 44 (278) 全周磨り 附加条 ?切 り目 1ケ 不 明

土 錘 一部欠 52× 41 (255) 全周磨 り 0段多条RL、 磨消沈線文、切り目1対 加曽利 E II式

土錘 完形 44× 48 一部磨り 0段多条RL、 切 り目 1対、方形 不 明

土錘 完形 36× 36 16 0 全周磨 り 地文縄文、 3条の沈線文、切 り目 1対、円形 中期後半

土錘 完 形 37× 36 14 7 全周磨り 単節 RL、 切 り目 1対 不 明

土錘 完形 32× 34 13 9 全周磨り 地文単節LR、 沈線文、切り目1対 加曽利EⅢ式

51 土錘 (37)× 29 全周磨 り 単節LR、 切 り目1ケ 、薄手 不 明

土錘 完形 38× 31 一部磨り 単節 RL、 切 り目 1対 不 明

土 錘 完形 36× 22 10 3 全周磨り 単節RL、 切 り目1対 不 明

土鐘 完形 30× 28 全周磨り 浅い条線文、切りH孔 対 中期後半

土錘 完形 28× 28 全周磨 り 条線文、切 り目 1対、円形 中期後半

土製円盤 完 形 60× 53 全周磨 り 日縁部、微隆起線文、 0段多条RL、 方形 加曽利 E IV式

上rk円盤 一部欠 51× (47) (294) 全周磨り 0段多条RL、 羽状、磨消沈線文 加曽利 E IV式

土製円盤 (46)× 52 全周磨り 丁寧な磨 り、 0段多条 LR、 此線文 加曽利 E IV式

土製円盤 完形 33× 31 全周磨り 条線文 中期後半

土製円盤 完形 32× 28 一部磨り 縄文押圧 ?繊維混入 前期前半

61 土製円盤 完形 25× 25 78 全周磨り 0段多条LR 不明
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5～ 7は磨石類である。 5は異なる溝から出土した接合資料で扁平な棒状礫を使用している。両端

部に敲打痕を有し、側縁の一部には線状痕と敲打痕が重複する細長い範囲が認められた。 6は表面が

山形、裏面は扁平となり、両面とも研磨されている。側縁全体は敲打され、両面にも集中敲打が認め

られる。器体中央付近でネガティブバルブを生じる折損を起こしている。 7は両面を研磨に使用、側

縁は大半が禁1落 している。

8は針状石製品である。全体を長軸方向に平行する研磨面で覆い、一端をさらに細 く、もう一端は

平坦に研磨している。「石筆」に類似する。灰白色の蛇紋岩製。

第 1次調査遺構外出土石器観察表

器種 最大長 (cm) 最大幅 (cln) 最大厚 (cm) 重量 (g) 石材 備 考

1
フ

器

イ

石

ナ

形
(4_88) 珪質頁岩 2ケ 所にリタッチ。打面側を折損 (背→腹)。

2 石 鏃 黒色安山岩 無茎。鋸歯縁。

3 石錐 (327) 黒曜石 打面側は同時割れ。

4
打製石

斧
(6 48) (5 35) (192) (690) 角閃石安山岩

形銅
　
ｏ

分

損

扁平礫を素材に周縁に二次加工。刃部折

5 磨石類 503 0 角閃石安山岩 接合資料。片側縁に平坦面。

6 磨石類 (794) (936) (4 20) (540 0) 角閃石安山岩 両面研磨。側縁敲打。一部赤化。

7 磨石類 (831) (829) (5 48) (392 0) 砂 岩 両面研磨。狽J縁剥落。

8
針状石

製品
蛇紋岩 長軸方向に研磨。稜が残る。片例尖る。
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③第 1次調査区出上のその他の遺物  〔第53図〕
表土中または攪乱中で出土した遺物のうち、主なものを図・観察表化して以下に挙げる。時代的に

は江戸時代以降の陶磁器が散出する。

―

‐

仔

‐

マ
5

∞ 〃吟

7『す醒 σ ∂頂蓮動

鮭上ジ
12

埋
10

o                            10 cm

第53図 第1次調査遺構外出土遺物④
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第 1次調査遺構外出土遺物観察表

No
種

形

器

器
法量 (cln)

出上位置

残 存 率
焼成 胎 土 色 調 器形・技法の特徴 備   考

l

陶器

甕
C(39)

攪乱中

5% 良好 石英微量
極暗赤褐色

灰白色

肩部寄りの体部片。外面に条線群の叩き

目をもつ。内面指頭痕。

常滑窯産

中世

2
陶器

すり鉢
C (3.8)

攪乱中

5% 良好
長石・石英

少量
明赤褐色

底部との接合部に当たる体部片。 5条以

上を 1単位とする御目を内面にもつ。
近 世

3

土師質

土器

内耳鍋

A(27.0〕

C(4.4)
攪乱中

5% 良好

長石多量

石英少量

雲母微量

橙色

耳をもつ口縁部片。外面煤付着。耳は 5

～ 7° 右に傾く。接合部は、指頭痕が重

複する。

中世

4

質

　

鉢

師

器

り

上

土

す

C(32)
土

％

表

５
良好

長石・石英

少量 赤色
粒微量

橙色
体部片。内面に7条以上を 1単位にした

御目。外面ナデ。
中世

5

質師

器

烙

土

土

焙

C(2,4)
攪乱中

5% 良好
長石・赤色

粒少量

にぶい赤褐

色

ゆるやかに立ち上がる口縁部片。内外面

ナデ。
近世

6

土師質

土器

内耳鍋

C(28)
攪乱中

5% 良好
長石・雲母

微量

にぶい赤掲

色

口唇上端にへこみをもつ口縁部片。内外

面ナデ。
中世

7
染付

碗
C(43)

土

％

表

２０
良好 精良

明緑灰色

白色

腰高形碗。外面に山状の文様、内面口縁

寄りに雷文を施す。

肥前系

近世

8
陶器

すり鉢
C(35)

土

％

表

５
良好 良土

にぶい赤褐

色

内外面に錆釉を施した日縁部片。内外面

口唇部寄りに 1条の沈線を持つ。
瀬戸美濃系

9
陶器

碗皿類
C(3.6)

上

％

表

５
良好 褐色粒微量

色

色

白

黄

灰

浅

ロクロ成形。内外面施釉。内面に褐鉄顔

料による文様 (不明)あ り。
瀬戸美濃系

陶器

天目

B(45)
C(08)

攪乱中

30%
良好 良土

黒褐色

淡黄色

輸高台をもつ底部片。釉は内面と外面、

一部高台にも付着。体部と高台間に沈線十
瀬戸美濃系

磁器

高台付皿

A〔 122〕
B 2.4
C(7.2)

土

％

表

３０
精良 良土

緑色

灰白色

口縁部は緩やかに立ち上がる。内面見込

みにニワトリと穂力 プゞリント印用」される

肥前系

明治以降

陶器

灯明皿

B〔 4.8〕

C(23)
土

％

表

１０
良好 良土

暗赤色

灰褐色

平底の底部から低く立上り、張出し部か

ら直立する。内面と外面張出し部に褐色

釉。

器種 最大長 (cln) 最大幅 (cln) 最大厚 (cm) 重量 (g) 石   材 備 考

硯 (567) (177) 粘 板 岩 攪乱中から出土。 1号溝出上の破片と接合。
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④第 2次調査区出土の縄文土器  〔第54図〕
ここでは表採、グリッド中及び他時期の遺構覆土中より出土した縄文土器をまとめて遺構外遺物と

して扱うこととする。27・ 28を 除き全て深鉢であった。 1・ 2は内外面ともに斜位条痕文が施文され

る。胎土中には繊維を混入し、 1は石英 も多量に見られた。早期後半に相当しよう。 3～ 12は胎土中
に繊維の混入が見られる。 3は波状縁で波頂部は欠損している。無節 Lrを 一部回転、格子目状に押

圧している。 4は異節縄文か。 5・ 6は 0段多条RLと 思われる。 7は rの押圧か。不規則な格子目

状を呈している。 8は半稜竹管状工具による垂下・斜位沈線文。 9～ 12はアナグラ属系貝類腹縁によ

る波状文。これらは前期前半広義の黒浜式に相当しよう。13は平縁で巻き貝の押圧か。14・ 15は半裁

竹管状工具による斜行文と弧線文が描かれている。いずれも前期後半浮島 I式 に相当しよう。16は波

状縁で集合沈線による横線・弧線文が描かれ、縦位の集合沈線により細かな格子目状区画が作られて

いる。屈曲部下も同様で、屈曲上部は弧線文間に三角形彫亥1文が見られる。前期末棄十三菩堤式に相

当しよう。17は平縁でおそらく区画となる平行沈線文間に刺突が連続し、一部押引沈線文が描かれる。

中期前半阿玉台 Ia式 に相当しよう。18は平縁で微隆起線文とこれに沿う沈線文で曲線文が描かれ、

単節RLが充填されていた。19は平縁で器面が荒れているが地文は無文、垂下沈線文と渦巻文が描か
れる。20は波状縁で日縁に沿い沈線が 2条巡り、沈線上には楕円形の交互刺突が連続する。21は地文

0段多条LRで横位沈線文の後、蛇行する沈線文を垂下させる。22は上方横位沈線文が巡り、隆帯文
による楕円形区画内に単節RLを充填 している。23は数条の平行沈線文が垂下し、縄文の磨消を交互
に行なうが、器面が荒れており原体不明。24は 2条の微隆起線文による曲線文、 0段多条RLである。
25は上半両側がなでられる微隆起線文で下半は沈線による曲線文内に単節RLが施文されている。26
は対向する「U」 状沈線文か。区画内に 0段多条LRが施文される。27・ 28は三もしくは鉢形土器で
27は上半無文、微隆起線文による楕円形区画文が描かれる。区画内は 0段多条 LRが充填されていた。
28は屈曲部上半無文、境には横位隆帯文が巡り、下半は単節LRで扁平な円形貼付文が付されていた。
21・ 22は中期後半加曽利EH式、23はⅢ式、他はⅣ式に相当しよう。29は平縁で日縁下↓旨頭押圧によ
り小波状を呈する隆帯文が 1条巡り、下半は単節LRが施文される。日縁部裏面に沈線が 1条巡って
いた。後期前半の粗製土器に相当しよう。

30は底部である。径4.2cm、 無文で外面は磨かれていた。時期不明。

31～ 36は土製品である。31は有孔円盤で両側より穿孔されていた。32～36は土錘である。34は 日縁

部片の再不1用、いずれも周縁が磨られ、形状が整えられていた。

第 2次調査遺構外出土土製品観察表

名称 残存 大きさ (cm) 重量 (g) 整 形 文様 。その他 時期

有了し円盤 (31)× (56) (129) 全周磨 り 丁寧な磨り、単節RL、 孔径は残存幅の15倍 不 明

土   錘 完  形 48× 44 全周磨り 単節RL、 切 り目1対 不 明

土   錘 (33)× 49 (204) 全周磨り 0段多条LR、 磨消、切り目1ケ 加曽利EⅣ式

土   錘 完  形 43× 42 22 7 全周磨り 日縁部、沈線文、単節LR、 切 り目1対 加曽利EⅣ式

土   錘 一部欠 39× 86 1) 全周磨り 0段多条RL、 磨消沈線文、切 り目1対 加曽利EⅢ式

上  錘 完  形 37× 28 17 9 全周磨 り 0段多条LR 不 明
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第54図 第 2次調査遺構外出土遺物①
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⑤第2次調査区出上の石器  (第 55図〕

表採 。攪乱中より出上した石器・石製品をここで扱う。総数14点で器種構成は二次加工石器-3点、

手1片 -6点、砥石-4点、硯-1点でうち 3点 を図示した。

1・ 2は二次加工石器である。 1は縦長黒1片 を使用して片面にのみ調整加工を加えている。打製石

斧の刃部に相当する位置に調整加工がなく、側縁に対して剥離角70～ 85°の急斜度承1離による調整加工

を集中させ、「潰し」加工を施さない点から打製石斧とはしなかった。 2は楕円形を呈すると思われ

る。正面は凸状の全面研磨面で本来は磨石類の剖片だったと考えられる。主要素1離面側の片側縁に連

続する調整加工が施されるが稜線の大半は摩滅している。旧研磨面は被熟により赤化していた。

3は祗石である。砥面 2面、線状痕の残る平坦面が 3面認められた。

第 2次調査遺構外出土石器観察表

No 器種 最大長 (cn) 最大幅 (cm) 最大厚 (伽 ) 重量 (g) 石材 備 考

1 二次加工石器 流紋岩
片面のみ周縁加工。節理面で分割した礫片

素材。

2 二次加工石器 砂  岩
縁片の一部に調整加工。稜線摩減。被熱に

よる赤化。

3 砥  石 凝灰岩 砥面 2面、折開面 3面。

謂

ゞ

Ｍ
Ⅷ
鵜
＝
赫

‰
∞
恕

盆
偽耐
υ
守
第55図 第2次調査遺構外出上遺物②

⑥第2次調査区出上のその他の遺物  〔第56図〕
表土中または攪乱中で出上した遺物のうち、主なものを図・観察表化して以下に挙げる。

0                            10 cm

第 2次調査遺構外出土遺物観察表

河見Nll
種

形

器

器
法量 (cm)

出上位置

残 存 華
焼 成 胎  土 色  調 器形・技法の特徴 備   考

1
須恵器

蓋 ?

Ａ

Ｃ

140〕

14)

土

％

表

５
不良
雲母多量

長石微量
にない褐色

ロクロ成形による日縁部。内外面ヨヨナ

デ。端部はやや肥厚する。

技法から須恵器

と判断

2

土師質

上器

小皿

Ａ

Ｂ

Ｃ

〔80〕

〔46〕

30

上

％

表

１０
普通 長石微量

にぶい黄橙

色

底部回転糸切り痕。わずかに直立した後、

漏斗状に大きく立ち上がる。
近世 か

3

質師

器

皿

土

土

小

A〔 61〕

B〔 28〕

C 155

乱

％

攪

１０
普通 良土 にぶい橙色

底部回転糸切 り痕。斜め上方に立ち上が

る。破砕後に被熟して赤色変成する。

4
磁器

碗皿類

B(■ 7〕

C(165)
土

％

表

１０
良 好 精 良

青灰色

灰色
底部蛇ノロ凹型高台。内面に砂目痕あり。

-79-―



5
器師

？

土

射

A〔121)

C(31)
乱

％

攪

５
普通
長石・石英

多量

にぶい赤褐

色

立上 りは直立気味の日縁部片。内外面赤

彩。日唇部の一部黒色化。

陶器

天目
C(28)

土

％

表

１０
良好 良土

黒色 にぶ
い黄橙色

底部寄りの体部片。外面の釉は腰部まで

施される。
瀬戸美濃系

7

質

　

？

師

器

烙

土

土

焙

C(3.1)
表土

5% 良好
長石微量

雲母少量
にぶい褐色 内外面ナデ。日唇部内面はやや肥厚する。

瓦質土器

火合 ?
C (33)

表土

5% 普通
長石・赤色

粒微量

黒色

にぶい褐色

表面は皆、いぶしをかけられる。直立し

て、瑞部は面取られる日縁部片。

土師質

土器

火合 ?

C(33)
土

％

表

５
普通 良土

にぶい黄褐

色

やや直立気味に立上り、端部は面取られ

る口縁部片、内外面ナデ。

染付

碗皿類
C (1

乱

％

攪

２５
良好 精良

明青灰色

白色

見込みに印判文をもつ。畳付け以外は皆

施釉される。外底面に花状の文様を描く。

肥前系

18世紀代

11
染付

碗
C(35)

表上

5% 良好 精良 灰白色
直立気味に立ち上がる日縁部片。外面に

文様 (不明)あ り。

肥前系

18～ 19世紀

1

導 ガ

▽市耶

ヤ

露 瓜 8

二E===べ
♂

う

量ノ汀

撫

量

∩

‐ ―
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７

11

0                 10 cm
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第56図 第2次調査遺構外出土遺物③
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第 4章 結話
今年度の常名台の発掘調査は、縄文時代の遺構が主体を占める。縄文時代中期後半の加曽利 E式期

を中心とするムラが、台地中央を中心にして営まれていたのだろう。過去の常名台全体の傾向を省み

ると、縄文期の遺構の検出例は少なく、主体的な位置を占めるものではない。

今回の調査では、溝が合計12条発見された。これらの溝は、そのほとんどが帰属時期と具体的な用

途を明らかにしえない。溝は、水はけのよいローム層中に掘 り込まれているため、排水の機能はあっ

たかもしれないが、取水とその維持は不可能に近い。台地上では水稲栽培よりも畑作が主体であるこ

とから、用水堀的な可能性は低いと思われる。また、集落を囲う「堀」的なものである場合、 5号・

1号以外の溝は、毛抜き彫 りのような非常に浅いものばかりで、とても防御に役立つものではない。

溝の中には、途切れたり、屈曲したり、形状が一定しないものさえある。

現在、強いてこの溝群を解釈すると、何かを区画する境界的な目的で掘られたものではないかと考

える。溝の深度が浅いという点からは、個人または小規模な集団の手によるものかもしれない。しか

しその根拠は、他の目的や規模には該当し難いという点だけであり、消極的な理由でしかない。

土坑群も、出土遺物に乏しいため時期不明のものが大半で、用途も分からないものが多い。

遺構の密度については、北西原追跡第 1・ 2次調査の如 く、台地の縁辺部に従って、竪穴住居の数

が増加する可能性が高い。その反面では当調査のように、台地中央部にゆくに従って、土坑・溝が主

体となる。遺跡全体からすると、居住的な遺構は縁辺部に多く、それ以外の用途をもつ遺構は台地中

央に多い傾向が想定できるだろう。

最後に、この発掘調査と整理作業には、とても多くの方の御協力や励ましを頂きました。一人一人

芳名を記すことはかないませんが、御厚意を賜った方々に哀心より御礼を申し上げます。 (橋場君男)
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古墳の調査』 武者塚古墳調査団 新治村教
育委員会

参考文献 (獅略、購同

茨城大学人文学部史学第 6研究室 (茂木雅博)

通商産業省工業技術院地質調査所

筑波古地域研究グループ (代表 増田精―)

土浦市遺跡調査会 (黒澤春彦)

土浦市史編さん委員会

土浦市文化財保護審議会

永井 久美男
増田精―・岩崎卓也ほか
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豊
ロ 名 ネ申 明 遺  肋  (第 1次・第 2次調査)
百
ロ 圭
口 名 土浦市総合運動公園建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

巻 次 第 5集

シ リ ー ズ 名

シ リー ズ番 号

編 集 者 名 橋場君男 著 者 名 1窪田恵一 鶴町明子 本田信之 橋場君男 福田礼子

編 集 機 関 土浦市遺跡調査会

発 行 機 関 土浦市教育委員会

所 在 地 ¬=300-0812 土浦市下高津 2-7-36

発 行 年 月 日 1998(平 成10)年 9月 30日

ふりがな

所収遺跡名

よりがな

所 在 地

コード
耳ヒ  准幸 東 経 調査期間 調査面積 調査原因

市田子オ寸遺排番号

しんめい い せき

神明追跡 茨城県土浦市
おおあさひたな
大字常名2774

番地他

08203 C-57 Υ

ｒ

ｒ

∬
∬
Ｖ

1997(平 成9)年

7月 8日 ～

1997(平成9)年

9月 18日

6,978m2 市運動公園

建設事業

所収遺跡名 種 月1 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

神明遺跡

(第 1次調査)

集落跡 縄文 (中期 ) 竪穴住居址  4軒
土 坑   3基

縄 文 土 器・石

器 。土製品

縄文時代中期の集

落遺跡。3号住居址

は炉上に礫群 と土

器片を廃棄する。
墓 肋 不 明 土羨墓 (J焉)2基 馬骨

時代不明 土坑    6基
溝     9条
掘立柱建物址 1棟

陶器、磁器ほか

(第 2次調査) 古墳 古墳後期(終末期) 方墳    1基 須恵器細片

土師器細片

墓勤 近世 土羨墓   1基 寛永通賓 4枚

時代不明 土坑    5基
溝     2条

陶器、磁器ほか
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写 真 図 版



PLl 空撮・調査風景

イ ‐

`ei

調査風景(3号住居址)



PL2 1号・ 2号住居址

1号住居址遺物出土状況

1号住居址遺物出土状況 1号住居炉址検出状況

2号住居址検出状況 2号住居炉址検出状況



3号住居址検出状況

PL3 3号 ・ 4号住居址

3号住居址礫出土状況

3号住居址礫出土状況 3号住居炉址検出状況

3号住居址覆土堆積状況 4号住居址検出状況



PL4 1号 ～ 5号土坑

1号土坑馬骨出土状況 2号土坑検出状況

3号土坑検出状況 3号土坑遺物出土状況



7号土坑検出状況

PL5 7号 ～ 9号土坑、 1号掘立柱建物址

8号土坑検出状況

9号土坑検出状況 1号掘立柱建物址柱穴覆土

1号掘立柱建物址検出状況



PL6 1号 ～ 4号溝

1号溝遺物出土状況

1号溝検出状況

2号溝遺物出土状況 2号溝検出状況

3号溝検出状況 4号溝検出状況



10号土坑検出状況

PL7 10号～14号土坑

11号土坑検出状況

12号土坑検出状況 13号土坑検出状況

14号土坑検出状況 基本層序



PL8 10 0■・ 13号溝、 2号墳

10号溝遺物出土状況

10号溝検出状況

11号溝検出状況

2号墳検出状況 2号墳玄室部分



PL9 1号住居址出土遺物①

1号住居址出土土器①

1号住居址出土土器②



P L10 1号住居址出土遺物②

1号住居址出土土器③

1号住居址出土土器④

1号住居址出土土製品



●
I1        12

P Ll1 3号住居址出土遺物・石器

3号住居址出土土器

3号住居址出土土製品

103号住居址、
3号土坑出土石器

,

む

５

５０

3号上坑 33

3号住居址



P L12 3号土坑出土遺物

3号土坑出土土器①

3号土坑出土土器②

碑

２８

3号土坑出土土製品



P L13 土坑・溝・古墳出土遺物

島

1    2

。1° 2

鰺 0
4       3

15号土坑

輸
期

II号土坑  |

土坑出土遺物

β

”　
轟
”

2

議 嘔 ?
6号溝  1   7号 溝  |

溝出土遺物

銀 B'
1          4

11号溝出土遺物

鯵

1号住居址出土石器



P L14 1・ 2・ 10号溝出土遺物

■ ⅢlllIIIIIII,6

0
1号溝出土遺物

2号溝出土遺物

一一一【一一一一一一一３　　　　　　　　　　　　　　　　　‐５

■ ■1

，
９

▼
‐

■

10号溝出土遺物



P L15 第 1次調査区出土遺物①

I

第 1次調査区遺構外出土土器①

第 1次調査区遺構外出土土器②



P L16 第 1次調査区出土遺物②

甲▲
■
姦

一子
点

第 1次調査区遺構外

出土土製品

第 1次調査区遺構外

出土石器①

第 1次調査区遺構外

出土石器②



Ⅷ
‐７４
２２蔭
２９

P L17 第 2次調査区出土遺物

第 2次調査区遺構外
出土土器

第 2次調査区遺構外
出土土製品

第 2次調査区遺構外
出土石器

明に 壌



P L18 遺構外出土陶磁器

10

第 1次調査区遺構外出土陶磁器

上出区‐
・

‐３

″
１
１

第 2次調査区遺構外出土陶磁器



神 明 遺 跡
(第 1次 。第 2次調査)
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